
◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 皆さん、おはようございます。 

 これより、令和３年３月定例会を開会いたします。 

 出席議員も定足数に達しておりますので、直ちに本

日の会議を開きます。 

 本日の会議は、議事日程第１号によって進めます。 

 まず、日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、２

番 星川薫議員、３番 菅野喜昭議員、４番 安井一

義議員、以上の３名を指名いたします。 

 次に、日程第２、会期の決定を議題といたします。

この際、議会運営委員長の報告を求めます。議会運営

委員長。 

〔議会運営委員長 青野隆一 議員 登壇〕 

◎議会運営委員長（青 野 隆 一 議員） 

 議会運営委員会の審査の結果についてご報告申し上

げます。 

 去る２月12日招集告示になりました今定例会に係わ

る議会運営委員会を２月19日午前10時から、市役所会

議室において開催いたし、当局から総務課長並びに財

政課長の出席を求め、提出議案の概要を聴取するとと

もに、請願・陳情案件、一般質問の人員等を十分考慮

しながら、会期及び議事日程について慎重に審査を行

ったところであります。 

 まず、一般質問についてでありますが、発言通告書

の提出については、申し合わせにしたがい、議会開会

日の７日前までといたしましたが、本日の市長の施政

方針及び提案理由の説明をお聞きした後、質問要旨の

追加があれば、本日午後５時まで追加提出してもよい

ことにいたしました。 

 次に、議案の審議についてでありますが、専決処分

の承認に係る議案２案件、補正予算議案７案件、並び

に議第26号、議第27号、議第29号、及び議第30号の４

案件については、いずれも開会初日に審議することと

いたしました。 

 さらに、新年度予算議案７案件については、全議員

をもって構成する予算特別委員会を設置し、これに付

託の上、審査することにいたしました。 

 なお、予算特別委員会における総括質疑は、先例に

より、１人30分の持ち時間を、議長及び予算特別委員

長を除き、各会派並びに会派に属さない議員の人員に

応じ、割り当てることにいたしました。 

 その結果、今定例会の会期につきましては、皆様方

のお手元に配付しております会期日程表のとおり、本

日から３月19日までの18日間とすることに、意見の一

致をみた次第であります。 

 何とぞ、当委員会の決定に対し、議員各位のご賛同

をお願い申し上げ、ご報告といたします。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 お諮りいたします。今定例会の会期は、ただ今、議

会運営委員長から報告がありましたとおり、本日から

３月19日までの18日間とすることに、ご異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、今定例会の会期は、

本日から３月19日までの18日間とすることに決しまし

た。なお、会期中における諸会議の予定につきまして

は、皆様方のお手元に配付いたしております会期日程

表のとおりでありますので、ご了承願います。 

 次に、日程第３、諸般の報告でありますが、この際、

事務局長をして、報告いたさせます。 

◎事務局長（横 沢 康 子 君） 

 命によりまして、ご報告申し上げます。 

 先に配付いたしました議案書等綴りの後ろのほうに

関係書類がございます。また本日、お手元に追加配付

しました書類がございますので、ご参照願います。 

 最初に、令和２年12月24日付け、令和３年１月22日

付け、及び２月20日付けで、監査委員より議長宛てに、

12月、１月、及び２月に実施しました例月出納検査の

結果について、地方自治法第235条の２第３項の規定

により報告がありました。 

 また、令和２年12月７日付けで、11月に実施しまし

た定例監査の結果について、同法第199条第９項の規

定により報告がありました。 

 それぞれ、その写しを配付いたしておりますので、

ご参照願います。 

 次に、令和３年２月16日付けで、市長から議長宛て

に、地方自治法第180条第２項の規定により、損害賠

償について専決いたした旨の報告がありました。 

 その写しを配付いたしておりますので、ご参照願い

ます。 

 次に、12月定例会以降、今定例会までの市議会事務

処理状況、並びに議員の派遣状況につきましては、皆

様方に配付いたしております、議会事務処理報告書に

記載のとおりでありますので、ご了承願います。 

 次に、令和２年度に実施した各常任委員会、議会運

営委員会の行政調査について、その報告書を取りまと

め、配付いたしておりますので、ご参照を願います。 

 以上で、報告を終わります。 



◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

 続いて、議案の上程を行います。 

 日程第４、承第１号「令和２年度尾花沢市一般会計

補正予算（第11号）の専決処分の承認について」から、

日程第42、議会案第１号「尾花沢市議会議員政治倫理

条例の設定について」までの39案件を一括上程いたし

ます。 

 この際、市長より令和３年度施政方針並びに提案理

由の説明を求めます。市長。 

〔市長 菅根光雄 君 登壇〕 

◎市 長（菅 根 光 雄 君） 

 おはようございます。３月定例会の開会にあたり、

一言ご挨拶申し上げます。 

 議員の皆様には、本市の発展と市民福祉向上のため、

日夜ご尽力いただいておりますことに対し、心から感

謝を申し上げます。 

 さて、今冬は12月中旬から集中的な降雪が続き、12

月18日には豪雪対策本部を設置いたしました。３月１

日には、５地区平均の累積降雪量が10ｍを超えるなど、

昨年度とは異なり、大変な大雪となりました。土日・

祝日も常駐体制を敷きながら、雪下ろしや流雪溝使用

の注意喚起の広報等を強化してまいりましたが、残念

ながら除排雪中の事故が多発し、２名の方がお亡くな

りになってしまいました。事故に遭われました方々に

は、心からお見舞いを申し上げるとともに、お二方の

ご冥福をお祈りいたします。 

 このような状況の中、豪雪地帯の状況を訴えるため、

県選出国会議員を通じ、国の関係省庁に対し、郵送に

よる特別交付税の要望活動を行い、２月18日には、総

務大臣政務官にＷＥＢ会議により直接、要望を行った

ところです。 

 一方、親雪への取り組みも重要なことから、２月27、

28日の２日間にわたり、第45回尾花沢雪まつり、徳良

湖ＷＩＮＴＥＲＪＡＭを開催いたしました。今年は、

新型コロナウイルス感染症防止の観点から、例年とは

違った形での開催となりましたが、雪中花火大会や徳

良湖スノーランドなど、市内各地の会場で楽しんでい

ただきました。準備をはじめ運営にご尽力いただきま

した全ての皆様に、厚く御礼申し上げます。 

 さて、新型コロナウイルスが世界に広がってから1

年が経過しております。２月17日には医療関係者の一

部でありますが、ようやく国内でもワクチン接種が始

まりました。 

 本市においても、２月１日に新型コロナウイルスワ

クチン接種対策室を設置し、市民の皆様のワクチン接

種が円滑に行えるよう、鋭意準備を進めているところ

です。 

 さて、国は、「経済財政運営と改革の基本方針

2020」において、ポストコロナ時代の新しい未来とし

て、新たな日常を通じた質の高い経済社会を目指すと

いう方針を掲げ、昨年12月21日に一般会計総額106兆

6,097億円が閣議決定され、国会において審議中とな

っております。 

 具体的には、医療提供体制の強化、検査体制の確保

をはじめとする新型コロナウイルス感染症の拡大防止、

成長力強化のためのデジタル改革、グリーン社会の実

現や生産性の向上、安全、安心に子どもを産み育てら

れる環境づくりなど、３次補正予算と合わせ15ヵ月予

算として、感染拡大防止に万全を期しつつ、中長期的

な課題にも対応する予算としております。 

 次に、本市における市税の見通しですが、県経済動

向報告に基づく景気動向や、市内事業所の景況感など

を参考に予算額を見積りしたところ、市民税は新型コ

ロナウイルス感染症による経済状況の影響を受け、事

業所得等の減少が見込まれることから、法人及び個人

ともに大きく減少すると見込んでいます。固定資産税

及び都市計画税でも、令和３年度は評価替えの年であ

り、地価の下落に伴い減少が見込まれます。このよう

な中、新型コロナウイルスで厳しい経営環境にある中

小企業、個人事業主にとっては、市に申請することに

より、令和３年度分に限り、事業用資産に係る固定資

産税及び都市計画税の課税を、事業収入の減少割合に

応じて、２分の１またはゼロに軽減することとしてお

ります。軽自動車税は、課税台数の減少が見込まれる

ものの、新税率登録車の割合が増加傾向にあることな

どにより前年並みと見込まれます。入湯税は、新型コ

ロナウイルスの影響により、銀山温泉の宿泊客が減少

していることから減少し、市たばこ税についても、昨

年に引き続き本年10月からも税率の増額改正が予定さ

れているものの、健康意識の高まりや受動喫煙対策に

よる喫煙環境の変化により、売り上げ本数の減少が見

込まれ、市税全体では前年度比９％の減少と見込んだ

ところです。 

 なお、市税は自主財源の根幹をなすものですので、

その市税を確保するため、コンビニ収納やキャッシュ

レス決済、夜間納税相談など、納税環境の向上に努め

てまいります。 

 令和３年度は、第７次尾花沢市総合振興計画の初年

度となります。これまで、住民アンケートやまちづく



り座談会、市民ワークショップなどで出された意見を

踏まえ、計画策定にあたってまいりました。去る２月

22日、総合企画審議会より計画案について答申をいた

だき、本市の将来像を「このまちで ともに 生きる 

しあわせな時を刻むまち 尾花沢」とする基本構想に

ついて、今定例会に上程させていただく予定です。 

 また、人口減少対策と地域活性化に向けた取り組み

を定める「第２期尾花沢市総合戦略」については、第

７次尾花沢市総合振興計画の重点プロジェクトに位置

付け、「ふるさと一番！定住促進プロジェクト」、「あ

のまちで暮らしてみたい！移住促進プロジェクト」、

「子育て日本一への挑戦！子育て応援プロジェクト」、

「生涯幸せ！健康長寿プロジェクト」の４つのプロジ

ェクトを掲げます。これらのプロジェクトでは、ライ

フステージごとに変化する市民ニーズに寄り添いなが

ら、生涯にわたる暮らしやすさを実感できるまちづく

りを推進することとし、総合振興計画（案）の５つの

政策の柱を横断した施策を展開してまいります。 

 以下、新年度からスタートする総合振興計画（案）

の５つの政策の柱に沿って、令和３年度予算案に盛り

込んだ事業の概要を申し上げます。 

 第１の柱は「キラリと光る産業のまち」です。 

 農業従事者の高齢化や担い手不足が加速している中、

新型コロナウイルス感染症の影響で、主食用米の消費

量が落ち込み、民間在庫量が増えております。全国の

消費動向を受け、令和３年産米においても全国42道府

県で生産の目安が示されるなど、米価の安定に向けた、

より需要に応じた米生産を継続する体制が整えられて

おります。昨年11月、国から令和３年産主食用米の需

給見通しが全国ベースで693万トンと示されました。

県農業再生協議会では、生産の目安が県内ベースで昨

年より7,500トン少ない33万3,500トンと決定され、１

月に開催した市農業再生協議会臨時総会において、本

市の令和３年産米の生産の目安を昨年より371トン少

ない１万3,870トンとしました。非常に厳しい年とな

りますが、生産者、関係団体等と一丸となって、生産

の目安に基づく需要に応じた米の生産に取り組んでま

いります。 

 地域の財産である農地と農家、そして伝統文化や自

然景観を守るためには、地域での話し合いを通じて、

地域農業の将来展望を示す、人・農地プランの実質化

に取り組むことが必要です。このため、農業委員会で

は、農地利用の最適化を推進するため、農業委員と農

地利用最適化推進委員が連携して、農地の集積、集約

化を進めるとともに、遊休農地の発生防止と解消、農

業への新規参入者支援等により、本市の基幹産業であ

る農業の維持、発展に取り組んでまいります。 

 雪きらり研究会は、尾花沢産米「雪きらり」の生産

技術の確立と知名度向上対策を続けています。「雪き

らり」が本市のブランド米として定着するよう、今後

とも栽培技術の研修を行い、生産と販路拡大に努めて

まいります。 

 そば生産振興協議会では、他品種との交配をさける

ために宝栄牧場の一角を利用し、生産者とそば店が協

力して原種最上早生の育種に励んでいます。昨年は尾

花沢産そばのＰＲのためテレビ番組を制作し、先月宮

城県にて放送されました。今後もＳＮＳ上での配信な

ど尾花沢産そばのＰＲに活用し、尾花沢産最上早生の

ブランド確立に向け、関係機関と連携して支援してま

いります。 

 本市を代表する特産物尾花沢スイカは、昨年７月以

降の天候不順により、計画出荷量を約２割下回ったも

のの、１㎏当たりの平均単価は240円と高値で推移し

たため、前年度と同程度の販売額を確保しました。今

後も生産者への支援をはじめ、関係団体等とのさらな

る連携強化を図り、夏スイカ日本一のトップブランド

が維持できるよう努めてまいります。そのためにも尾

花沢スイカの次世代の担い手確保と、スマート農業も

駆使した技術力向上を目標に、県内外からの就農希望

者の受け入れを推進するとともに、新規就農者が早期

に安定経営につながるような支援をしてまいります。 

 畜産については、新型コロナウイルス感染症の影響

を受け、牛肉の需要が大幅に落ち込みをみせたところ

ですが、尾花沢牛振興協議会を中心に、生産者や尾花

沢牛取扱店に対する緊急支援策を実施し、各種消費喚

起キャンペンーンを展開してきた結果、枝肉価格は新

型コロナウイルス感染拡大前と同程度まで回復しまし

た。しかしながら、本年１月に首都圏を中心に、再度、

緊急事態宣言が発令され、枝肉価格は再び下落傾向に

あります。今後とも市場動向を注視しながら、生産者

や尾花沢牛取扱指定店に対する支援策を実施しながら、

牛肉ブランドの認知度向上と販路の拡大に努めてまい

ります。 

 農業水路等長寿命化、防災減災事業（新堰・徳良湖

線）は、令和２年度から令和６年度までの５ヵ年事業

として実施し、市内国営水利施設の長寿命化を図る基

幹水利施設ストックマネジメント事業も計画的に進め

ております。 

 また、鶴子六沢土地改良区管内における、徳厳原の

内地区のほ場整備事業は、農業競争力強化農地整備事



業として、令和２年度より令和11年度までの10ヵ年事

業として着手しております。 

 有害鳥獣による農作物等の被害防止対策は、新たに、

地域ぐるみによる多面的有害鳥獣被害防止対策推進事

業を創設し、地域自ら計画する鳥獣被害対策を包括的

に支援することで、農作物の被害軽減を図ってまいり

ます。また、増加するイノシシ被害対策として、狩猟

期間におけるイノシシ捕獲報奨金制度をさらに推進し、

適正な頭数調整に向けて取り組みます。合わせて、追

払い用花火の本数を増やしての無償配布や、簡易電気

柵設置費助成の継続、狩猟免許新規取得に対する助成

など、有害鳥獣の捕獲担い手の育成、確保に努めてま

いります。 

 大正10年に完成し、長年本市の米づくりを支え、ま

た市民憩いの場として尾花沢の歴史を刻んできた徳良

湖も、築堤から100周年という記念すべき年を迎えま

す。農業のみならず、観光においても本市の発展に大

きな成果をもたらしてきましたが、築堤100周年を機

に、さらなる本市の発展につなげてまいります。 

 工業の振興については、企業対策専門員を中心に、

戦略的な経営を後押しする取り組みを実施しており、

昨年末に、株式会社山陽精機が、市内で４社目となる

地域未来牽引企業に新たに選定されました。これらの

ハブ企業を中心とした企業間の連携を促進し、高付加

価値なものづくり地域を目指してまいります。また、

各種セミナーの開催や、社員の資格取得に対する支援

を継続しながら、企業が必要とする人材の育成に取り

組んでまいります。 

 商業の振興については、商店街協同組合や商工会と

連携しながら、プレミアム率を上乗せした30％プレミ

アム付き商品券事業を実施し、新型コロナウイルス感

染症の長期化により停滞している地元購買力の活性化

に取り組んでまいります。 

 観光の振興については、令和３年５月に築堤100周

年を迎える徳良湖の魅力を大いにＰＲしてまいります。

徳良湖まつりの際に1,000人の花笠踊りでお祝いする

とともに、屋外コンサートをメディアをとおして発信

してまいります。また、四季折々の徳良湖のフォトコ

ンテストの実施、さらには、今年で20回目となる雪の

ラブレターの書籍化についても、100周年事業で取り

組んでまいります。 

 新型コロナウイルス感染症で、大きな打撃を受けた

観光関連産業を復興するため、専門的な知識を有する

民間企業の人材を市町村に派遣していただく、地域活

性化起業人事業を新たに導入してまいります。 

 観光情報発信については、来たるべきインバウンド

の再興を目指すため、現在、銀山温泉エリアを中心と

した地図の多言語化を進めております。さらには大石

田町とも連携し、ＪＲ大石田駅の周辺も含めた80ヵ所

をスマートフォン上の地図に表示し、ナビで案内する、

グーグルマイマップを製作しております。これは銀山

温泉での散策ツールとしての活用だけでなく、次年度

からは外国人に対する災害時の避難誘導にも活用でき

るものと考えております。 

 ハード整備については、徳良湖周辺の賑い創出のた

め花畑整備を行います。また家族向けメニューが充実

し、多くの皆様からご利用いただいておりますレスト

ラン徳良湖についても、トイレ等の改修工事を実施し

ます。徳良湖周辺については、村山北部土地改良区が

事業主体となり、ダムから徳良湖吐出し口までの管路

改修に着手しており、東側エリアにも多くの人が集え

るよう、親水公園整備等も含めた徳良湖マスタープラ

ンの見直しを進めてまいります。 

 雇用関係については、ハローワーク村山管内の令和

２年11月の有効求人倍率が1.01倍で、７ヵ月ぶりに１

倍を上回り、12月も1.13倍と上回ったものの、山形労

働局の基調判断では、新型コロナウイルス感染症が雇

用に与える影響に注意を要する状態にあるとの見方が

示されており、楽観視できる状況にはなく、今後の状

況を注視していく必要があります。 

 一方で、令和２年12月における高等学校卒業予定者

に対する管内の求人数が451名に対して、求職者数は

124名であり、若者の人手不足が顕在化しております。

新卒者の地元就職や定住を促進する対策が急務である

ことから、新年度より新規事業として、じもと就職応

援スタートアップ激励金事業に取り組んでまいります。 

 また、高校生の保護者や大学、高専に対し、特徴あ

る本市の企業を広く周知する機会を多く創出し、若者

の定着につながるよう、人材の確保、育成に努めてま

いります。 

 第２の柱は、「ふるさと愛を育むまち」です。 

 まず、結婚、出産への祝い品贈呈については、少子

化対策、定住促進の一環として事業を継続し、出産や

子育てにやさしい環境づくりに努めてまいります。な

お、出産祝い品については、全出生児に対して一律10

万円と地場産品の記念品を贈り、子どもの健やかな成

長を市を挙げてお祝いしてまいります。 

 保育所運営については、令和３年度の申請受付を10

月から開始し、２月５日現在で来年度途中の入所者も

含め414名の入所決定を行いましたが、急激な少子化



の進行の影響により、昨年同時期と比較しますと31名

の減となっております。昨年10月に、保育施設未来予

想図検討委員会より、今後の保育施設のあり方につい

て提言を受け、先般市内５地区において意見交換会を

開催したところです。意見交換会で出された意見を参

考としながら、今後の保育施設のあり方について慎重

に検討を進めてまいります。 

 放課後児童クラブは、利用希望者が増加している状

況を踏まえ、昨年度同様、各地区において保護者との

意見交換会を開催し、運営先と連携し受け入れ態勢を

確保した上で、申込みいただいた方全員の入所決定を

行っております。今後も児童の健全育成及び保護者の

皆様の仕事と子育ての両立を支援するため、児童クラ

ブの充実を図ってまいります。 

 本市の教育関連施策の方針となる新たな「尾花沢市

教育等の振興に関する大綱」について、総合教育会議

での承認を得て策定いたしました。引き続き、教育委

員会との連携を強化し、市民への多様な学習の機会の

提供等、生きがいを持ち豊かな人生を送ることができ

るよう、また、ふるさと愛を育む教育にもより一層力

を入れながら、大綱の基本目標とする「尾花沢の未来

をひらく いのち輝く 人間の育成」の実現に向け取

り組んでまいります。 

 本市の将来を展望した学校のあり方については、昨

年度提出された学校教育検討委員会からの提言を受け

て、各地域での意見交換会を開催し、その中でいただ

いたご意見を踏まえて、今年度中に教育委員会として

の方針を決定してまいります。次年度には、総合教育

会議を開催し市としての方針を示し、あらためて市民

の方々に説明し、各地区のご理解を得て進めてまいり

ます。 

 学校教育については、令和３年度の重点項目の取り

組みとして、学力向上、英語教育の充実、ふるさと学

習を推進してまいります。 

 学力向上では、山形県が推進している探究型学習を

核にした授業改善を図り、児童・生徒の問題解決能力

の育成に努めてまいります。また、特別支援教育支援

員、学習支援員を配置し、個々に応じた指導の充実を

図ってまいります。ＧＩＧＡスクール構想に伴う、一

人１台のタブレットを有効活用するとともに、感情認

識パーソナルロボット等を活用したプログラミング教

育の推進を図り、未来を生きるために必要な資質、能

力の育成に努めてまいります。 

 英語教育については、尾花沢市チャレンジ・イング

リッシュプランに基づく取り組みとして、中学生に対

する英語検定料の助成、希望者を対象としたイングリ

ッシュ・キャンプを継続してまいります。また、３名

のＡＬＴとともに、チャレンジ、コミュニケーション、

コラボレーションの３つのＣが育めるよう、授業づく

りへの支援や環境整備を図ってまいります。 

 ふるさと学習においては、地域の良さに触れ郷土愛

を育むことで、未来の尾花沢を支える人づくりを目指

してまいります。また、活力ある学校づくり推進事業

により、各校で創意あふれる教育活動の充実を図って

まいります。 

 そのほかに、いじめ問題、不登校問題、虐待等の課

題に対しても、学校と緊密に連携を図りながら対応し

てまいります。 

 新型コロナウイルスの感染症対策については、国が

示すマニュアルに沿って、引き続き、感染対策を強化

しながら、児童生徒の安全確保に努めてまいります。 

 学園構想については、土地の状況、利用規制、情報

の把握と整理など、資料収集に努め、学園構想を推進

するための組織強化を図ります。 

 生涯学習、公民館分野については、生涯にわたって

生きがいを持てるよう文化活動や生涯学習の支援を図

るとともに、地域の子どもは地域で育てる体制づくり

として、地域人材、地域資源を活用したイベントへの

青少年の参加を促進することで、地域愛の醸成と次代

を担う青少年の健全育成を推進してまいります。 

 学習情報センター悠美館については、各種ボランテ

ィアグループの協力を得ながら、利用しやすい環境づ

くりに取り組むとともに、図書館まつり等も開催し、

多くの方々から気軽に足を運んでいただけるよう努め

てまいります。 

 また、令和３年度はブックスタート事業が10周年を

迎えることから、記念講演会を企画しております。親

子ふれあい広場は、園児から小学生を対象とした公演

を開催し、芸術に触れながら親子で絆を深める機会を

提供してまいります。 

 史跡延沢銀山遺跡山神神社改修工事については、実

施設計、屋根解体を含む保存修理復元工事に取り組み、

史跡の保全・保護に努めてまいります。 

 スポーツ振興については、５月３日に徳良湖築堤

100周年事業全国花笠マラソン大会を開催いたします。

今回は参加者を県内在住者に限定しての開催となりま

すが、コロナ対策をしっかり行いながら、安全な大会

に努めてまいります。また、スポーツ合宿等の誘致を

促進するため、市内の宿泊施設を利用して合宿をする

団体に助成金を交付し、施設利用と交流人口の拡大に



努めてまいります。 

 １年延期となりました、東京2020オリンピック・パ

ラリンピックについては、聖火リレーが６月７日に尾

花沢市を通過いたします。本市では、市役所から北町

児童公園までの約1.7㎞のコースとなっておりますが、

世界的な祭典を身近に感じられる素晴らしい機会とな

るよう、関係機関と連携して準備を進めてまいります。 

 本市ふるさと大使の太田渉子選手が出場内定した、

パラリンピックテコンドー競技は９月に開催されます。

挑戦し続ける太田渉子選手を市民の皆様とともに応援

していきたいと考えておりますので、ご声援をよろし

くお願いいたします。 

 第３の柱は「健康長寿と絆のまち」です。 

 新型コロナウイルス感染症から、市民の命と健康を

守るワクチン接種を庁内連携体制のもと円滑に実施す

るため、２月１日に「新型コロナウイルスワクチン接

種対策室」を設置いたしました。これまでにない大規

模な接種事業となりますが、市民が迅速かつ安全に接

種できるよう、医師会等関係機関と連携協力しながら

進めてまいります。新型コロナウイルス感染症による

さまざまな課題に対しては、引き続き積極的に取り組

んでまいります。 

 中央診療所については、アンケートによる市民ニー

ズや医療コンサルタントからの分析結果を基に、あり

方検討委員の皆様からご意見をいただき、将来の診療

所の方向性や公的医療機関としての役割を明確にする

とともに、誰もが安心して受けられる医療提供体制の

構築を進めてまいります。 

 常勤医師の確保については、情報収集に努めながら

積極的に関係機関と連携を図り、確保に向けた働きか

けを引き続き行ってまいります。 

 また、令和３年８月から、山形大学医学部東日本重

粒子センターが本格稼働の予定であるため、新規に重

粒子線がん治療患者支援事業として、治療費の一部助

成による負担軽減を行います。 

 高齢者おもいやりタクシー事業については、交付対

象年齢をこれまでの75歳以上から65歳以上に拡大し、

通院や買い物の移動手段を確保するとともに、居場所

づくり事業など高齢者の交流の場に多くの方々から参

加いただけるよう引き続き支援してまいります。 

 また、障がい者条例や、障がい者福祉計画のスター

トの年次にあたり、高齢者も障がい者も、誰もが地域

で支え合い、自分らしく暮らすために、福祉ネットワ

ーク、福祉隣組をさらに拡充してまいります。要援護

者の日頃の見守りや災害時の安否確認、家事援助、除

雪作業など、役割に応じて福祉活動員の活動費を見直

し、地域で支え合えるよう支援してまいります。 

 介護保険関係については、令和３年度から令和５年

度までを計画期間とする第８期介護保険事業計画の初

年度となります。安心してゆとりある生活ができるま

ちづくりの基本理念を引き継ぎつつ、継続して地域包

括ケアシステムの推進に努めます。 

 第４の柱は「暮らしやすく 住み続けられるまち」

です。 

 克雪への取り組みについては、市民生活を守るため

に大変重要です。今年度は北日本、北陸地方で記録的

な豪雪となり、本市においても２ｍを超える積雪とな

りました。例年、市除雪ボランティアセンターを中心

に、高齢者世帯等への除雪ボランティア活動を展開し

ておりますが、今年度は新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、市外からのボランティア募集を見合わせ

ております。しかし、毎年度ボランティア活動に参加

してくださっている企業の方や大学生とのつながりを

途絶えさせないよう、オンラインでの交流会を実施し

ました。今後とも、関係機関と連携しながら除雪ボラ

ンティアセンター活動に対する支援を継続してまいり

ます。 

 次に、道路・橋梁関係についてです。東北中央自動

車道は、大石田村山ＩＣから東根北ＩＣまでの残り約

13.4㎞区間が令和４年中に、また、新庄北ＩＣ以北の

泉田道路約8.2㎞区間が、令和４年度中に開通予定と

されております。この高速交通網の整備により、本市

の交流人口の拡大や、産業振興がより図られることが

期待されますので、引き続き開通に向け要望活動を展

開してまいります。 

 一般国道347号については、平成28年の冬に通年通

行が実現してから、大きな事故もなく、安全に通行い

ただいております。今後とも宮城、山形両県をはじめ

関係機関と連携し、さらなる安全確保に取り組みなが

ら、早期に24時間通行が可能となるよう、要望活動を

強化してまいります。 

 道の駅尾花沢については、オープンしてから14年目

となります。今年度進めてきた新型コロナウイルス感

染症の飛沫感染防止対策に加え、照明設備のＬＥＤ化

などを進めます。また、道の駅の防災、避難所機能の

強化と、産直施設や集客イベントの充実を図り、地域

住民や道路利用者の利便性の向上と安心安全の確保に

努めてまいります。 

 「元気な尾花沢を語る会」や「まちづくり座談会」

などを通じて、流雪溝整備や狭隘路線の改良、舗装補



修など、多くの要望を頂戴しております。これまで同

様、継続事業の加速化と新規要望項目への対応など、

計画的に整備を進めてまいります。また、流雪溝につ

いて安定した消流雪用水の水量確保に努めるとともに、

水利権取得の加速化について、関係機関と連携しなが

ら進めてまいります。 

 市道の舗装補修や側溝、水路、グレーチング、ガー

ドレールなどの補修については、各地区からの要望を

踏まえ、計画的に進めてまいります。 

 また、街路灯のＬＥＤ化を計画的に進め、防犯灯に

ついては、１灯あたり35,000円の補助を継続し、地域

の負担軽減を図ってまいります。 

 橋梁等の道路インフラ対策については、橋梁長寿命

化修繕計画及び橋梁点検・診断に基づき、国の交付金

等を活用しながら、橋梁補修設計及び工事などの予防

保全、安全性確保への取り組みを進めてまいります。 

 次に、除排雪対策については、12月中旬からの連続

的な寒波による豪雪となったことを受け、引き続き、

除雪情報システムを活用した除雪の見える化により、

効果的できめ細やかな除雪を行ってまいります。新年

度は、ロータリ装置付きドーザ除雪車１台を更新し、

除雪体制を充実させるとともに、除雪基地建設のため、

旧明徳小学校の校舎解体を実施します。 

 また、集落での流雪溝管理と雪押し場に関する支援

を行う集落等雪対策支援事業費補助金や、地域一斉除

排雪事業、生活道路除雪事業補助金など、官民一体で

の総合的な雪対策を継続し、克雪対策を後押ししてま

いります。 

 次に、都市計画・住宅政策についてです。20年後の

将来を見据えた、第２次尾花沢市都市計画マスタープ

ラン及び尾花沢市立地適正化計画の両計画の策定作業

を現在進めており、これからの都市や土地利用のあり

方を示すとともに、都市公園の新設や公共施設等の再

編を含めたコンパクトシティ形成を目指す基本的な方

針を令和３年度末までに定めてまいります。 

 市営住宅については、子育て世代向け住宅や高齢者

向け介護付き住宅など、新たな方向性を探求し、居住

環境の向上に努めるとともに、既存施設の長寿命化を

図ってまいります。 

 住宅施策ですが、定住、移住の促進と空き地等の有

効活用を目的に、定住促進住宅用地活用事業を創設し、

定住促進住宅用の市有地を借り受け、住宅を建設して

15年間住み続けた方には、無償で土地を譲渡する制度

を開始します。また、不良住宅除却事業費補助金など

を周知し、空き家の解体を進めていただくとともに、

空き地の有効活用についても検討を進めてまいります。 

 また、住宅リフォーム支援事業は、多くの市民の皆

様にご利用いただいており、新年度についても引き続

き事業を継続してまいります。 

 消防・防災については、コロナ禍での活動に注意を

払いながら、関係機関と連携し、消防、防災体制の強

化と、災害に強く、安全で安心して暮らせるまちづく

りに取り組んでまいります。 

 令和３年度は、近年多発する自然災害に対応するた

め、災害対応軽四輪駆動車を新たに配備し、自然災害

に対する初動体制の強化を図ります。 

 火災予防については、全国的に建物火災による死者

の大多数を占める住宅火災を未然に防ぐ為、女性防火

協力班や自主防災組織等の協力を仰ぎながら、住宅用

火災警報器の設置率100％を目指すとともに、連動型

警報器の設置促進に努めてまいります。 

 救急業務は、引き続き救急救命士を養成するととも

に、コロナ禍で救急隊員が感染しないよう感染防止対

策の徹底を図ってまいります。また、市ホームページ

のＷｅｂサイトによる応急手当講習会を継続して開催

してまいります。 

 通信業務については、新たに導入するＮｅｔ119緊

急通報システムに、聴覚、言語機能障がい者の方が事

前登録することにより、緊急通報時にネット上で文字

によるスムーズな対応ができることから、迅速的確な

対処や緊急出動が可能となります。 

 消防団関係については、全国的に消防団員の減少が

危惧されており、当市においては報酬等の処遇改善と

福利厚生を充実させ、市報や市ホームページ等を活用

し消防団員の確保に努めるとともに、消防施設や装備

品を計画的に更新してまいります。 

 防災対策については、自助・共助・公助が相互に連

携した総合的な防災体制を構築し、市民の生命と財産

を守るためのさらなる施策を推進してまいります。 

 まず、近年多発する自然災害へ対応するため、市民

や自主防災組織の災害対応能力の向上が喫緊の課題と

なっています。引き続き、職員が地域に出向く防災出

前講座を開催しながら、市民の防災意識の向上と自主

防災組織の育成強化に取り組んでまいります。 

 また、災害の増加に伴い避難所開設の機会が増えて

きていることから、各種備蓄品の計画的な配備、更新

を進め、避難所機能の強化を図るとともに、自主防災

組織の主体的取り組みを推進するため、防災資機材等

の購入や防災訓練等の実施に対する助成を継続してま

いります。 



 防災広報体制については、防災行政無線による放送

を、災害危険エリア等においても確実に聴いていただ

けるよう、戸別受信機の貸与事業を拡充するとともに、

ＳＮＳ等も活用した情報伝達の多重化に努めてまいり

ます。 

 国民保護関連について、武力攻撃やテロに備え、市

民の生命、身体及び財産の保護を目的とし、今年度延

期となった国民保護図上訓練を国・県と共同で実施し

ます。 

 公共交通については、バス利用者の減少や運転手不

足などにより、全国的に見直しが進められています。

特に過疎地域の公共交通を取り巻く環境は厳しさが増

しており、社会情勢の変化や地域の移動需要に応じた

細やかな交通政策が求められています。 

 本市でも路線バスを中心とした公共交通ネットワー

クを運営してきましたが、今日の市民の移動需要に即

した便利で持続可能な交通サービスとするため、本市

の輸送資源を総動員し、再構築を図ることにより、高

齢者が今まで暮らしてきた地域で、通院や買い物など、

今後も安心して暮らし続けられるよう移動手段の向上

に努めてまいります。 

 交通安全対策については、全国的に高齢者の運転に

よる交通事故や歩行者の交通事故が後を絶たない状況

にあり、今後も関係団体と連携し、子どもや高齢者を

中心とした交通安全の啓発活動を行うとともに、高齢

者の運転免許証返納に対する支援を拡充・推進し、交

通事故防止に努めてまいります。 

 防犯対策については、多様化する悪質商法や消費者

トラブルを防止するため、出前講座による啓発活動や

消費生活相談窓口での相談を継続するとともに、警察

署や市防犯協会及び地域と連携し、犯罪や被害の未然

防止、抑止効果が期待される防犯カメラの設置に取り

組みます。 

 本市の豊かな自然環境を将来にわたって継承し、再

生可能エネルギーの推進等によるゼロカーボンシティ

実現のため、尾花沢市環境基本計画の見直しを行い、

環境関連施策を計画的に進めてまいります。 

 生活環境の改善については、小型家電リサイクル回

収や食品ロスの削減、リデュース、リユース、リサイ

クルの３Ｒ運動を推進し、環境への負荷が少ない持続

可能な循環型社会の形成に努めてまいります。 

 生活処理排水対策については、公共下水道及び農業

集落排水事業への加入促進と、合併処理浄化槽設置予

定者への補助事業を継続し、生活排水処理施設の普及

拡大と水環境の改善に努めてまいります。 

 簡易水道事業については、老朽管の更新による耐震

化を進め、災害に強いライフラインの確保に努めると

ともに、漏水調査による有収率の向上を図り、安定し

た水道水の供給に努めてまいります。 

 第５の柱は「笑顔の花咲く 交流と協働のまち」で

す。 

 交流の分野については、地域資源を最大限活かし交

流を拡大するとともに、尾花沢ファンから関係人口、

移住へとつながる環境づくりに取り組みます。 

 ふるさと納税の基金であるふるさと尾花沢応援基金

には、今年度２月１日現在で約３万4,300件、５億

2,200万円余りの寄附が寄せられております。また、

令和２年７月豪雨の際は、返礼品を不要とした300万

円を超える災害支援寄附金もいただいております。今

後も本市の魅力と特産品を積極的にＰＲするとともに、

ふるさと納税制度の本来の趣旨である、「心のふるさ

と」、「地域活性化」の観点から、関係人口の拡大と返

礼品のさらなる充実に努めてまいります。なお、寄せ

られた寄附金については、寄附者の意向や、使途選定

委員会等のご意見を踏まえ、有効に活用してまいりま

す。 

 また、全国の方に尾花沢市の魅力を知ってもらうき

っかけとして、ふるさと大使の佐々木則夫さん、佐渡

ヶ嶽満宗さん、あべ美佳さん、太田渉子さんには、各

種イベントで本市をＰＲしていただいております。今

後も、ふるさと大使の皆さんのご協力を得ながら、本

市の魅力を全国に発信するとともに、市民の皆様に元

気を届けてまいります。 

 移住定住関係については、市民の皆様からは、「こ

のまちに住んで良かった」、市外の方には、「あのまち

で暮らしてみたい」と思ってもらえるような尾花沢を

目指し、これまでの移住・定住促進事業を拡充し取り

組んでまいります。移住に特化したホームページ、Ｓ

ＮＳを活用した情報発信を強化するとともに、オンラ

インでの移住体験ツアーや移住相談会を定期的に開催

し、「知ってもらう」から「行ってみたい」、さらには

「思い出に残った」、「住んでみたい」など段階的にア

プローチすることで、移住の地として選ばれる尾花沢

市を目指してまいります。 

 特に若者の定住促進に重点を置き、郷土愛と誇りを

育むため、市と北村山高校が一体となり、地域の団体

等の協力を得ながら、高校生等によるふるさと愛の醸

成を図るための尾花沢ならではのプログラムを展開し

てまいります。また、進学等で本市から転出した方が

ふるさとに回帰するきっかけとなるよう、Ｗｅｂによ



る三十路成人式等の開催を予定しています。さらには、

テレワークの推進など時代に即した新たな働き方と暮

らしを提案し、若者が夢を実現できる、暮らし続けた

いと思えるまちづくりに取り組んでまいります。 

 また、都市住民を受け入れ、一定期間以上、農林業

の応援、地域活動の支援などに従事してもらいながら、

活力ある市民としての定住・定着を図ることを目的と

した地域おこし協力隊には、本市で将来の夢を想い描

き、実現していただきたいと考えております。今年度、

原種最上早生の保存育成や、そばまつり運営補助、Ｐ

Ｒ活動など、尾花沢そば振興と徳良湖花畑をはじめと

する自然景観の維持を目的とした協力隊２名を募集し、

協力隊活動をとおして、地域や産業の活性化に取り組

んでまいります。 

 令和２年度から始まった第８次ふるさと暮らし応援

事業については、令和３年度から新築住宅等助成事業

に、空き家を増やさない対策の一環として、住宅を解

体し市内に建て替える場合の旧住宅の解体費用加算を

創設し、消融雪装置設置助成事業における除雪機購入

の助成限度額の引き上げを行います。 

 空き家の活用については、空き家バンクをきっかけ

に移住する世帯が増加してきていることから、今後と

も利活用可能な空き家については、所有者への意向調

査を行い、さらには相談会を開催しながら、空き家の

有効活用と移住、定住をさらに推進してまいります。 

 地区公民館については、コミュニティや防災などの

拠点として整備を進め、令和３年度より玉野地区公民

館を旧玉野中学校に移設し、玉野地区集会拠点施設と

して活用を図ってまいります。地域の結び付きを大切

に、互いに支え合いながら、自分らしく活躍し、自分

らしく生きることができるよう、集落、地域団体が行

う地域づくりを後押し、地域力向上に努めてまいりま

す。 

 市民とともにしあわせなまちづくりを進めるため、

元気なおばなざわを語る会を開催し、未来を担う子ど

もたちを対象とした市長夢講話も継続してまいります。 

 時代の変化に伴い、今後ますます多様化していく行

政需要に対応するためには、デジタル技術を活用した

スマート自治体の推進に取り組みながら業務の効率化

を推進し、利便性の高い市民サービスを提供していく

ことが重要です。 

 スマート自治体に向けた取り組みについては、現在、

行政手続きにおける押印の見直しを全庁挙げて取り組

んでいますが、将来的には窓口に行かなくても行政手

続きができるように、デジタル申請や公金のキャッシ

ュレス化も推進してまいります。 

 窓口での各種証明書の発行手数料については、現金

でお支払いいただいておりますが、窓口の支払いの一

部をクレジットカードや、キャッシュレス決済が使え

るようにします。また、マイナンバーカードによる各

種証明書のコンビニ交付にも取り組み、市民の利便性

向上に努めてまいります。 

 また、新型コロナウイルス感染症対策として、職員

のテレワークの環境整備を進めてまいります。さらに

各種申請書等を読み取り、自動で文字化するＡＩ－Ｏ

ＣＲや、パソコンの入力作業等を自動化するＲＰＡの

導入を検討するなど、職員の事務負担軽減、省力化に

向け、デジタル化に努めてまいります。 

 以上が、令和３年度に盛り込んだ施策の概要であり

ます。基本構想の議決前であるため、現段階では計画

案となりますが、第７次尾花沢市総合振興計画の将来

像に掲げる「このまちで ともに 生きる しあわせ

な時を刻むまち 尾花沢」の実現を目指し、議員各位

並びに市民の皆様と力を合わせ、まちづくりに取り組

んでまいります。 

 結びに、先に申し上げた事項を着実に実行するため、

誠心誠意努めてまいりますので、議員各位、並びに市

民の皆様の格別なるご理解とご協力をお願い申し上げ

施政方針といたします。 

 続きまして、本定例会に提案しました予算議案の概

要について、ご説明申し上げます。 

 「令和２年度尾花沢市一般会計補正予算（第11

号）」についてですが、既定の歳入歳出予算の総額に、

それぞれ２億8,913万4,000円を追加し、予算の総額を

148億6,051万4,000円としたものです。 

 歳出については、豪雪に対応するため、除排雪業務

委託料、高齢者世帯等除雪サービス事業委託料、農作

物等災害対策事業費補助金、中小企業者等除雪経費助

成金を追加し、そのほか、新型コロナウイルスワクチ

ン接種事業業務委託料、にぎわいづくり応援事業費補

助金などを追加したものです。 

 歳入については、新型コロナウイルスワクチン接種

体制確保事業費補助金などを追加し、普通交付税、特

別交付税、財政調整基金を充当して予算を調製したも

のです。 

 第２表、繰越明許費については、新型コロナウイル

スワクチン接種体制確保事業が、年度内での事業完了

が困難なことから、繰越明許の設定を行ったものです。 

 承第２号「令和２年度尾花沢市一般会計補正予算

（第12号）」についてですが、既定の歳入歳出予算の



総額に、それぞれ２億5,000万円を追加し、予算の総

額を151億1,051万4,000円としたものです。 

 歳出については、１月下旬からの断続的な降雪に対

応するため、除排雪業務委託料を追加したものです。 

 歳入については、特別交付税、財政調整基金を充当

して予算を調製したものです。 

 議第１号「令和２年度尾花沢市一般会計補正予算

（第13号）」についてですが、既定の歳入歳出予算の

総額に、それぞれ６億4,166万2,000円を追加し、予算

の総額を157億5,217万6,000円とするものです。 

 歳出の主なものは、各事業の確定及び決算見込みに

よる予算の調整のほか、新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金基金積立金、公共施設整備等基

金積立金、介護保険特別会計操出金、担い手確保・経

営強化支援事業補助金、尾花沢牛振興協議会負担金、

プレミアム商品券発行事業補助金、雪解け早々から迅

速に対応するための市道等の補修工事請負費、旧安久

戸分校の改修ほか工事請負費などを追加するものです。 

 歳入については、国庫支出金の介護保険低所得者保

険料軽減負担金、新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金、農業施設災害復旧事業費補助金を追

加し、公共土木施設災害復旧事業費負担金を減額、県

支出金については、担い手確保・経営強化支援事業費

補助金などを追加し、多面的機能支払交付金、住宅リ

フォーム総合支援事業費補助金などを減額、繰入金に

ついては、庁舎建設基金を廃止し公共施設整備等基金

に積み立てするために追加するものであり、このほか、

事業の決算見込みによる市債の調整、繰越金の追加に

より予算を調製するものです。 

 第２表、繰越明許費補正については、公共交通再編

事業ほか23事業については、年度内の完了が困難なこ

と、並びに年度内に予算化し、継続して事業を実施す

るため、繰越明許の設定をお願いするものです。 

 第３表、債務負担行為補正については、病児病後児

保育施設賃借料から、運動公園指定管理料までの７件

について追加をお願いするもので、放課後児童クラブ

運営委託料については、尾花沢第４放課後児童クラブ

の開設や支援員の増に伴い、限度額の変更をお願いす

るものです。 

 第４表、地方債補正については、定住促進対策事業

から減収補てん債までの４件について、追加をお願い

するものであり、指定地区浄化槽設置整備事業から農

業施設災害復旧事業までの４件については、決算見込

み額に合わせ限度額の変更をお願いするものです。 

 畜産業支援事業から共同調理場施設等更新事業まで

の５件のうち、畜産業支援事業及び地元購買活性化事

業については、新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金対象事業とするため、また、農業水路等

長寿命化・防災減災事業、除雪基地整備事業、共同調

理場施設等更新事業の３件については、過疎対策事業

債から減収補てん債対象事業とするため、廃止をお願

いするものです。 

 議第２号「令和２年度尾花沢市国民健康保険特別会

計補正予算（第６号）」についてですが、事業勘定の

既定の歳入歳出予算の総額から、それぞれ87万2,000

円を減額し、予算の総額を20億9,897万1,000円とし、

中央診療所施設勘定の既定の歳入歳出予算の総額から、

それぞれ455万5,000円を減額し、予算の総額を４億

6,495万9,000円とするものです。 

 事業勘定においては、決算見込みにより予算を調整

するものであり、中央診療所施設勘定の歳出について

は、備品購入費等を追加し、医薬材料費を減額するも

ので、歳入については、診療報酬収入等を減額し、繰

越金等を充当して予算を調製するものです。 

 第２表、繰越明許費については、備品購入事業の年

度内完了が困難なため、繰越明許の設定をお願いする

ものです。 

 議第３号「令和２年度尾花沢市簡易水道特別会計補

正予算（第３号）」についてですが、既定の歳入歳出

予算の総額から、それぞれ650万円を減額し、予算の

総額を２億7,005万6,000円とするものです。 

 歳出については、公営企業会計移行業務委託料を減

額するものであり、歳入については、市債の公営企業

会計移行事業を減額し、予算を調製するものです。 

 第２表、繰越明許費については、配水管布設工事の

年度内完了が困難なことから、繰越明許の設定をお願

いするものです。 

 第３表、地方債補正については、公営企業会計移行

事業の廃止をお願いするものです。 

 議第４号「令和２年度尾花沢市国営村山北部土地改

良事業特別会計補正予算（第１号）」についてですが、

既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ117万8,000円

を追加し、予算の総額を173万2,000円とするものです。 

 歳出については、決算見込みに合わせて返納金を追

加し、歳入については、国営村山北部土地改良事業負

担金と繰越金により予算を調製するものです。 

 議第５号「令和２年度尾花沢市農業集落排水事業特

別会計補正予算（第２号）」についてですが、既定の

歳入歳出予算の総額から、それぞれ650万円を減額し、

予算の総額を7,851万円とするものです。 



 歳出については、公営企業会計移行業務委託料を減

額し、歳入については、市債の公営企業会計移行事業

を減額し、予算を調製するものです。 

 第２表、債務負担行為補正については、新年度から

の事業の円滑な推進を図るため、農業集落排水処理施

設保守点検業務委託料を追加するものです。 

 第３表、地方債補正については、公営企業会計移行

事業の廃止をお願いするものです。 

 議第６号「令和２年度尾花沢市介護保険特別会計補

正予算（第３号）」についてですが、既定の歳入歳出

予算の総額に、それぞれ3,537万9,000円を追加し、予

算の総額を20億7,899万2,000円とするものです。 

 歳出については、決算見込みに合わせて、介護保険

給付基金積立金などを追加するもので、歳入について

は、決算見込みに合わせて、保険者機能強化推進交付

金、介護保険保険者努力支援交付金などを追加し、一

般会計からの繰入金や繰越金により予算を調製するも

のです。 

 議第７号「令和２年度尾花沢市後期高齢者医療保険

特別会計補正予算（第２号）」についてですが、既定

の歳入歳出予算の総額から、それぞれ215万1,000円を

減額し、予算の総額を２億1,498万9,000円とするもの

です。 

 歳出については、決算見込みに合わせて、後期高齢

者医療広域連合納付金を減額し、歳入については、保

険基盤安定繰入金を減額して予算を調製するものです。 

 次に、令和３年度予算案について申し上げます。 

 令和３年度は、令和12年度を目標とする第７次尾花

沢市総合振興計画の初年度となります。まだ、基本構

想の議決前であるため現段階では計画案となりますが、

この振興計画では、人口減少問題に対応しつつ、市民

からは「このまちに住んで良かった」、市外の人から

は「あのまちで暮らしてみたい」と思われるまちづく

りを目指してまいります。そのため、新年度予算は、

将来像として掲げる「このまちで ともに 生きる 

しあわせな時を刻むまち 尾花沢」の実現に向け、

「キラリと光る産業のまち」、「ふるさと愛を育むま

ち」、「健康長寿と絆のまち」、「暮らしやすく住み続け

られるまち」、「笑顔の花咲く交流と協働のまち」の５

つの政策の柱に沿って、時代が求める施策と、本市の

魅力を磨き上げ活力を生み出す施策に重点を置くとと

もに、人口減少問題に関しては、第２期総合戦略に掲

げた「ふるさと一番！定住促進プロジェクト」と合わ

せて、第７次総合振興計画を着実にスタートさせてい

くための予算としています。 

 また、ポストコロナ社会においては新しい生活様式

の普及に伴い、デジタル化が急速に進むことが考慮さ

れることから、スマート自治体の推進に関するものな

どに予算を重点配分しています。 

 まず、国の地方財政計画ですが、本市歳入の根幹を

なす地方交付税等の一般財源総額を、実質令和２年度

を0.2兆円上回る額を確保し、その財源不足について

は、国と地方が折半する臨時財政対策債で補填すると

しています。しかし、交付税の算定基礎となる人口に

ついては、令和３年度の算定から令和２年度の国勢調

査人口が使われることとなるため、本市においては人

口減少の影響による減額が懸念されます。 

 このように地方交付税や市税の減少が予想される中、

財源確保に関しては、地方特例交付金、国庫支出金、

ふるさと尾花沢応援寄附金の増額を見込んだほか、過

疎対策事業債や臨時財政対策債などの、交付税措置の

ある有利な地方債の活用、さらには財政調整基金、ふ

るさと尾花沢応援基金及び公共施設整備等基金等から

の繰り入れにより財源を捻出し、予算を編成しました。 

 この結果、一般会計の総額は、前年度に比べ、３億

500万円、率にして2.9％増の109億6,500万円となった

ところです。 

 次に、特別会計ですが、国民健康保険会計の事業勘

定が１億2,162万6,000円の減、中央診療所施設勘定が

4,829万8,000円の減、簡易水道会計が2,563万6,000円

の減、農業集落排水事業会計が77万9,000円の減、介

護保険会計が1,313万1,000円の減、後期高齢者医療保

険会計が476万5,000円の増となり、特別会計の合計額

は、47億7,606万1,000円で、前年度に比べ２億470万

5,000円、率にして4.1％の減となりました。 

 それでは、各会計別に申し上げます。 

 議第８号「令和３年度尾花沢市一般会計予算」につ

いてですが、歳入歳出予算の総額を109億6,500万円と

するものです。 

 次に、性質別に申し上げます。歳入については、国

の地方財政計画や県の予算の動向等を参考に見積もっ

たところです。 

 まず、１款市税については、コロナの影響による法

人市民税及び入湯税の減、健康志向によるたばこ税の

減などを見込み、9.0％の減としたところです。 

 ２款地方譲与税から、10款環境性能割交付金までは、

地方財政計画や県の予算案、令和２年度の収入見込み

額等を参考に計上し、11款の地方交付税については、

交付税の算定基礎となる国勢調査人口の減少に伴い

2.4％の減と見込みました。 



 15款国庫支出金については、新型コロナウイルス接

種にかかる負担金、補助金の増、延沢銀山遺跡整備と

して、山神神社の解体復元工事が始まることなどから

4.3％の増と見込みました。 

 18款寄附金については、ふるさと尾花沢応援寄附金

について、令和２年度の収入見込み額を基準に、また、

返礼品のスイカを拡大していく予定であることから

50.0％の増を見込んだところです。 

 19款繰入金については、財政調整基金は前年よりも

34.6％増、ふるさと尾花沢応援基金は49.2％増、公共

施設整備等基金は8.7％増、全体として45.5％の増と

したところです。 

 22款市債については、文化体育施設整備事業、冬期

間の市民生活に密着する生活道路の改良や流雪溝整備

などを実施するための道路新設改良事業、除雪機械購

入事業、除雪基地整備事業などに過疎対策事業債を充

て、さらには、子育て支援医療給付事業などのソフト

事業にも過疎債を充当するなど、積極的に交付税措置

のある地方債を活用してまいります。 

 次に、歳出について申し上げます。 

 公債費については、平成29年度の新庁舎建設事業の

元金償還が始まることなどにより、2.6％の増となっ

ています。 

 物件費については、新型コロナウイルスワクチン接

種に関する委託料、ふるさと納税関連費用の増により、

15.4％の増となるものです。 

 補助費等、操出金については、尾花沢市大石田町環

境衛生事業組合の下水道分が公営企業会計に移行した

ことにより繰出金から補助費等に変更となったため、

補助費等その他が25.3％の増、繰出金が19.7％の減と

なったところです。 

 積立金については、ふるさと尾花沢応援基金積立金

の増により、47.0％の増となるものです。 

 投資的事業費の主なものですが、総務費は、文化体

育施設改修事業、民生費は、放課後児童クラブ支援事

業、衛生費は、指定地区浄化槽設置事業、労働費は、

勤労者共同福祉施設整備事業、農林水産業費は、峯岸

堰改修事業、基幹水利施設ストックマネジメント事業、

農業水路等長寿命化・防災減災事業、商工費は、徳良

湖周辺施設整備事業、レストラン徳良湖改修事業、土

木費は、除雪機械購入事業、除雪基地整備事業、道路

新設改良事業、橋梁長寿命化事業、住宅リフォーム支

援事業、消防費は、高機能消防指令センター整備事業、

耐震性貯水槽設置事業、教育費は、延沢銀山遺跡整備

事業、玉野地区公民館整備事業、災害復旧費において

は、公共土木施設災害復旧事業などに予算を計上した

ところです。投資的事業費の総額は、14.0％の減とな

ったところです。 

 次に、第２表、債務負担行為ですが、固定資産土地

評価業務委託以下６件について設定をお願いするもの

です。 

 第３表、地方債ですが、防災対策事業から臨時財政

対策債までの39件について、投資的事業や過疎対策に

係るソフト事業及び災害復旧事業に充てるため、９億

3,560万円を限度額として、設定をお願いするもので

す。 

 次に、議第９号「令和３年度尾花沢市国民健康保険

特別会計予算」について申し上げます。 

 まず、事業勘定についてですが、予算の総額を19億

2,088万6,000円とするものであり、前年度に比較して

6.0％の減となり、中央診療所施設勘定については、

予算の総額を４億1,045万1,000円とするもので、前年

度に比較して10.5％の減となったところです。また、

第２表、地方債については、中央診療施設整備事業に

ついて限度額の設定をお願いするものです。 

 議第10号「令和３年度尾花沢市簡易水道特別会計予

算」についてですが、予算の総額を２億3,744万円と

するものであり、前年度に比較して9.7％の減となっ

たところです。 

 第２表、地方債については、簡易水道事業及び公営

企業会計移行事業について、限度額の設定をお願いす

るものです。 

 議第11号「令和３年度尾花沢市国営村山北部土地改

良事業特別会計予算」についてですが、予算の総額を

55万4,000円とするものです。 

 議第12号「令和３年度尾花沢市農業集落排水事業特

別会計予算」についてですが、予算の総額を8,423万

1,000円とするものです。前年度に比較して0.9％の減

となったところです。 

 第２表、地方債については、公営企業会計移行事業

の限度額の設定をお願いするものです。 

 議第13号「令和３年度尾花沢市介護保険特別会計予

算」についてですが、予算の総額を19億1,619万9,000

円とするものであり、前年度に比較して0.7％の減と

なったところです。 

 議第14号「令和３年度尾花沢市後期高齢者医療保険

特別会計予算」についてですが、予算の総額を２億

630万円とするものであり、前年度に比較して2.4％の

増となったところです。 

 以上が、令和３年度予算関係議案の概要です。 



 次に一般議案の概要についてご説明申し上げます。 

 議第15号「尾花沢市おもたか奨学金基金の設置、管

理及び処分に関する条例の一部を改正する条例の制定

について」ですが、修学に必要な奨学金の貸与額を改

定するとともに、若者の本市への定住を推進するため、

提案するものです。 

 議第16号「尾花沢市社会教育条例の一部を改正する

条例の制定について」ですが、玉野地区公民館を旧玉

野中学校に移設するため、提案するものです。 

 議第17号「尾花沢市地域福祉交流センターの設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」ですが、当該施設の使用制限に係る規定を変更

するため、提案するものです。 

 議第18号「尾花沢市指定居宅介護支援等の事業の人

員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正

する条例の制定について」から、議第21号「尾花沢市

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援

の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例の制定について」までの４案件ですが、指定居宅サ

ービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等

の一部を改正する省令の公布に伴い、条例の整備を図

るため、提案するものです。 

 議第22号「尾花沢市路線バス設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例の制定について」ですが、

路線バス無償化対象者を拡充するとともに、市営路線

バスの運行体制の整備を図るため、提案するものです。 

 議第23号「尾花沢市徳良湖周辺施設等の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」ですが、徳良湖周辺施設等における指定管理者の

主体的取り組みを推進し、市民福祉の向上を図るため、

提案するものです。 

 議第24号「尾花沢市消防団条例の一部を改正する条

例の制定について」ですが、消防団員の定数及び各種

報酬を見直し、処遇改善を図るとともに、地域防災の

担い手である消防団員を確保するため、提案するもの

です。 

 議第25号「尾花沢市火災予防条例の一部を改正する

条例の制定について」ですが、対象火気設備等の位置、

構造及び管理並びに対象火気器具等の取り扱いに関す

る条例の制定に関する基準を定める省令の一部改正に

伴い、条例の整備を図るため、提案するものです。 

 議第26号「尾花沢市総合振興計画基本構想の議決に

関する条例の設定について」ですが、本市の総合振興

計画基本構想について、市民の代表である議会の議決

事件に位置付けることにより、引き続き市民、議会、

行政が一体となってまちづくりに取り組んでいくため、

提案するものです。 

 議第27号「尾花沢市新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金基金の設置、管理及び処分に関す

る条例の設定について」ですが、令和２年度国の１次

補正に伴う新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金を基にした基金を設置し、新型コロナウイル

ス感染症対策として行う利子補給事業及び信用保証料

補助事業に必要な経費に充てるため、提案するもので

す。 

 議第28号「尾花沢市障がいのある人もない人も共に

生きるまちづくり条例の設定について」ですが、全て

の市民が、障がいの有無により分け隔てられることな

く、共に支え合いながら生きていく地域共生社会の実

現のため、提案するものです。 

 議第29号「尾花沢市定住促進住宅用地の貸付及び譲

渡に関する条例の設定について」ですが、市有地を住

宅用地として貸付けし、将来的に譲渡することで、本

市への定住を促進し地域活性化を図るため、提案する

ものです。 

 議第30号「尾花沢市庁舎建設基金の設置、管理及び

処分に関する条例を廃止する条例の設定について」で

すが、事業の完了に伴い、条例を廃止するため、提案

するものです。 

 議第31号「尾花沢堆肥センターの指定管理者の指定

について」でありますが、尾花沢堆肥センターの管理

を行わせる指定管理者を指定するため、提案するもの

です。 

 議第32号「尾花沢市運動公園の指定管理者の指定に

ついて」ですが、尾花沢市運動公園の管理を行わせる

指定管理者を指定するため、提案するものです。 

 議第33号「権利の放棄について」ですが、債務者の

所在不明により、債権の時効後長年経過し、債権回収

が著しく困難であるため、提案するものです。 

 議第34号「尾花沢市固定資産評価審査委員会委員の

選任について」ですが、尾花沢市固定資産評価審査委

員会委員の任期満了に伴い、選任の同意を求めるため、

提案するものです。 

 議第35号及び第36号「人権擁護委員の推薦につい

て」でありますが、人権擁護委員の任期満了に伴い再

任するため、提案するものです。 

 以上が、今定例会に提案いたしました議案の概要で

すが、審議の過程において、必要に応じて関係課長か

ら説明いたさせますので、慎重なるご審議の上、原案



のとおりご承認、ご可決くださいますようお願い申し

上げ、説明を終わります。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 次に、12番伊藤浩議員より、議会案の提案理由の説

明を求めます。伊藤浩議員。 

〔12番 伊藤 浩 議員 登壇〕 

◎12番（伊 藤   浩 議員） 

 議会案１案件を提出するにあたり、提案理由の説明

を申し上げます。 

 議会案第１号「尾花沢市議会議員政治倫理条例の設

定について」申し上げます。 

 本市議会では、平成27年から、議会や議員に対する

市民の信頼と議会活動の透明性を確保すべく、これま

で条例制定に向けた議論を進めてきたところでありま

す。 

 その後、令和元年７月の市議会議員選挙を経て、新

しい議会構成のもと、令和２年２月25日に全議員をも

って構成する尾花沢市議会改革推進委員会を設置し、

尾花沢市を良くするために、私たちができる議会改革

を積極的に推進することを目標に、これまで９回の委

員会を開催し、条例制定に向けた検討を重ねてまいり

ました。 

 これまで十分に協議、検討を進め、このたび、議会

の総意として、今定例会において議会案の提出にいた

った次第であり、尾花沢市議会議員の政治倫理に関す

る基本的な事項を定め、議員の政治倫理の確立を図る

ことで、市民に信頼される公正で開かれた議会づくり

を進めるとともに、ひいては市政の発展に寄与するた

め、提案するものであります。 

 以上が、提案理由でありますが、本案件に対し、何

とぞ、議員各位のご賛同をお願い申し上げ、提案理由

の説明といたします。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 続いて、議案の審議を行います。 

 この際、お諮りいたします。日程第43、承第１号

「令和２年度尾花沢市一般会計補正予算（第11号）の

専決処分の承認について」から、日程第55、議第29号

「尾花沢市定住促進住宅用地の貸付及び譲渡に関する

条例の設定について」までの13案件の審議については、

会議規則第37条第３項の規定により、委員会付託を省

略いたしたいと思います。これに、ご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、13案件の審議につ

いては、委員会付託を省略することに決しました。 

 まず、日程第43、承第１号「令和２年度尾花沢市一

般会計補正予算（第11号）の専決処分の承認につい

て」を議題といたします。 

 これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。青

野隆一議員。 

◎７番（青 野 隆 一 議員） 

 それでは私のほうから、何点か質問させていただき

ます。 

 まず８ページ、歳入の15款２項１目、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金100万9,000円、

並びに16款２項８目、山形県新・生活様式対応支援事

業費補助金1,000万円、これは歳入ということでござ

いますけれども、歳出としてどのようなふるい分けが

されているのか、お尋ねをいたします。 

 次に12ページ、６款１項３目、農業振興費、こちら

の融雪遅延対策支援事業費補助金、並びに農作物等災

害対策事業費補助金、それぞれの現在把握をされてい

る被害等の状況についてお伺いいたします。 

 今回、令和３年１月22日付の専決処分ということの

提案でございますが、さらに歳出２億8,913万4,000円

の追加ということでございます。この専決処分という

ことにつきましては、当局側の処分という事項ござい

ますけれども、基本的にはやはり臨時議会という、そ

ういういわば市議会の審議を経て予算を執行するとい

うのが本来だというふうに私は思います。そうした意

味で、やはりこの専決処分のあり方については、当局

側と議会側との一定のルール化が私は必要だなという

ふうに強く感じておりますけれども、この辺に対する

考え方についても、ご示しをいただきたいというふう

に思います。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 財政課長。 

◎財政課長（髙 橋   隆 君） 

 ８ページの国庫支出金の新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金の100万9,000円でありますが、

これにつきましては、今まで交付金のほうがどのくら

い来るのか確定できないということでありまして、市

の一般財源等で使っていたものを組み換えしたもので

あります。 

 最後の質問でありました専決処分の関係であります

が、これまでも豪雪による除排雪費用については、専

決処分により補正をさせていただいていたところであ

ります。この冬につきましても、短期間の連続した豪

雪によりまして、まず１つ目としては豪雪、除排雪費



用の公共除排雪費用と、あとそれから公共施設の除排

雪、雪下し委託料が不足したところ。それから、それ

に加えまして、豪雪対策本部が設置されたことにより

まして、高齢者世帯と除雪サービス事業委託料、高齢

世帯等除雪サービス扶助費、それから中小企業者等除

雪経費補助金などの予算を早急に予算化する必要があ

ったこと。加えまして、今年の場合ですが、新型コロ

ナウイルスのワクチン接種体制、それを早急に確保し

て、看護師等を至急に確保する必要があったこと。そ

れから新型コロナウイルス感染症対策でありますが、

にぎわいづくり応援事業補助金、こちらのほうが１月

末の締め切りでありまして、申請が殺到しまして予算

が不足する事態になったことから、予算を早急に追加

して、深刻な打撃を受けている事業者を支援する必要

があったため、このような緊急を要する事態が発生し

たために専決処分を行ったところであります。以上で

あります。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 ８ページの県支出金、山形県新・生活様式対応支援

事業費補助金1,000万円につきましては、このあと12

ページにあります、７款１項２目のにぎわいづくり応

援事業費補助金に対する県支出金であります。以上で

す。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 農林課長。 

◎農林課長（岸   栄 樹 君） 

 12ページの６款１項３目、融雪遅延対策支援事業費

補助金、農作物災害対策事業費補助金の、今現在の把

握できている被害の状況についてお答えを申し上げま

す。 

 今現在、私のほうに被災の連絡があるのは、まだ10

件ちょっとぐらいです。２月25日現在で農業者の皆様

に支援策を網羅したチラシを配布させていただいてお

ります。それを受けて、随時、今被災の連絡を頂戴し

ているところでございます。以上でございます。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 青野議員。 

◎７番（青 野 隆 一 議員） 

 コロナの感染対策の臨時交付金については了解いた

しました。新・生活様式対応支援事業費補助金1,000

万円ですけれども、歳出を見ますと、７款１項２目、

減額補正、これ足しますとおおよそ3,000万円という

ことで、これがにぎわいづくり応援事業費補助金に振

り替わったのかなと私はちょっと読み取っておったん

ですが、そういうことではなくて、減額は減額として

この補助金に1,000万円を譲渡したということでよろ

しいのか、改めてお伺いいたします。 

 農業の支援についてでありますけれども、私の地域

でもだいぶハウスの倒壊が今年は随分見られます。今

申請が10件程度ということでございました。これに対

する補助金を今回350万円計上しているわけですけれ

ども、今回チラシを農家の皆さん方に流して、さらに

被害といいますか、申請件数が増えてくるというふう

になった場合に、この補助金で資材購入を今から手配

をしてやらないと、春の作付けには間に合わないとい

うものも結構あるんじゃないかなと思いますけれども、

この既決の、今回の補正350万円で全て対応できると

いうふうなお考えかどうか、改めてお伺いしたいとい

うふうに思います。 

 あと、今回のが専決処分ということでございます。

今説明がありました、豪雪に関わるもの、コロナに関

するものということで、非常に今、時期的な部分が原

因だというふうな回答でございました。やはりこの臨

時会という、いわば議会という議決機関を経て予算と

いうものを執行する、これ原則だと思います。そうし

た意味で、専決処分もまたこれも市長の裁量の中で認

められた１つの予算執行の仕方がございます。ただこ

の辺をですね、慣行的に豪雪だからと、あるいはコロ

ナの対策が差し迫ってきたということもあるというふ

うな、その理由も私は分からないではないんですけれ

ども、臨時議会にするのか、やっぱり専決処分でいく

のかという、その辺は、やはり我々議会のほうから見

ますと、やっぱり一定程度その臨時議会でしっかり審

議をさせていただきたいという、これ当然議会側の考

え方でございます。言ったように当局側でも、臨時議

会開催する間もなく、差し迫って執行しなきゃならな

い。これに対して市長が専決をする、これも認められ

ております。ただそれが慣例化して慣行化をしていく。

いわば当局側の執行権の中で、どんどんどんどんそう

いうことが進んでいくということになりますと、議会

という位置付けが、いわゆる形骸化をしていくという

ことにもなりかねないんじゃないかなというふうに私

思います。そうした意味で、金額、あるいは内容に含

めて、あるいはそういう時期もですね、執行するには

差し迫ったものがあって、専決しなきゃならないとい

う、そういうものもあります。そういうふうな中で、

やはり一定程度その当局側が専決処分をする。我々は

臨時会をしっかりと開きながら議論を重ねて予算を執



行していくという、その本来のルールと、そこは当局

側の都合だけではなくて、やはり一定程度どういう状

況の際にはやっぱり臨時議会を開いていくんだという

ふうな、そういった議会と当局側の一定のルール化を

私は必要だなと思いますけれども、改めて市長でも結

構ですが、お伺いいたします。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 まず12ページの部分ですけれども、この減額につき

ましては、山形県の緊急対策の事業として、市も同じ

利率で負担するという部分で、県の対策事業に対する

市の予算を確保したわけですけれども、今年度２年間

据え置きというルール上、借り入れした方につきまし

ては、ほとんどの方が据え置きをしたという形で、こ

の部分につきましては減額。にぎわいづくり応援事業

の3,000万円につきましては、市独自の支援策であり

ます。この独自の支援策につきまして、実施した市町

村について県のほうで補助金として支出するというル

ール上であります。その部分につきましては、相殺で

なくて、そういうふうに明確な事業費分けとして対応

したところであります。以上です。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 農林課長。 

◎農林課長（岸   栄 樹 君） 

 12ページの補助金の予算がこれで十分かとのご質問

でございます。こちらに載せさせていただいています

融雪遅延対策155万円、農作物等災害対策事業350万円

につきましては、融雪対策につきましては、融雪剤購

入費に対する助成です。あともう１つのほうは、園芸

ハウスの倒壊支援のみの予算になっております。２月

25日付けで配布させていただいた支援策については、

このあとさらに国、県の助成制度が拡充されておりま

して、例えば、被災した農業ハウスの撤去費用ですと

か、農作業路の除雪経費までも支援するという、拡充

されたものになってございます。ですから、この金額

で充足できるものというふうには捉えてございません。

今後皆様方からのお声を賜りながら既決予算等々で不

利益のないように今後対応を図ってまいるということ

でございます。以上です。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 財政課長。 

◎財政課長（髙 橋   隆 君） 

 専決処分に関しましては、要件的には地方自治法で

示されているところしかありませんので、原則的にや

はり、災害等の緊急を要する場合等ということで、原

則的にはあるかと思っております。ただ、議会と当局

のほうのルール化ということがないのが現状でありま

すので、その辺はちょっと調査、研究させていただき

たいと思います。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 青野議員。 

◎７番（青 野 隆 一 議員） 

 農作物の災害対策事業費補助金につきましては、さ

らに国、県等々の救済拡大措置がとられるということ

で、大変ありがたいことだなというふうに思います。

そうした中、既決の予算で間に合うかどうかというこ

との件でございますけれども、新年度予算については

４月以降ということでございますが、今回決まりまし

た補正の額を基本にしながら、その不足については、

やはり農業をされている方が、その園芸施設ハウスを

購入して農業に間に合わないような対応とならないよ

うな対策を行うということでございますので、ぜひそ

ういうことで、申請された方々に対する対応について

は、農家の申請時期に大きな格差が生じないような対

策を改めてお願いしたいというふうに思います。 

 あと、地方自治法で定められた専決処分、これ市の

市長の権限の範疇にあるということでございます。た

だちょっと慣例化をしているんじゃないかなという印

象を私持ちました。やはりこの臨時議会が１月中にで

きなかったのかどうかということも含めながら、やっ

ぱり今後、慣例化をすることではなくて、やはりルー

ル化ということで、そのあり方についても、もう少し

議会側と当局側とその辺は話し合いをしながら、納得

のいく方法論を、これから我々も議会改革ということ

で、さまざまなことに今着手をしておりますけれども、

そういうふうな意味でも議会と当局のあり方について

も、そういったルール、ある程度お互いが共通認識を

持つべきじゃないかなと思いますけれども、市長のお

考えをお願いします。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 市長。 

◎市 長（菅 根 光 雄 君） 

 青野議員が仰るとおり、慣例化なっているかと言っ

たら、状況的にここで、これを専決しましょうなんて

前もってやっているわけでもないし、慣例化している

状況にはないと思います。ただ、１月の場合は、12月

にも補正していただいて、そしてこの雪の状況もあの

とおりであった。職員の方々も雪に対する対応、本当

にもう頭下がるぐらい一生懸命取り組んでいただいて、



「コロナ禍でどうなるんだ」と、「除雪費間に合うの

か」と。そしたら「駄目です」ということで、「なら

ば、やるしかない」というふうな状況の中、「財源あ

るか」と、そしたら「何とかなる」と。「ならばやろ

う」という形で、まず差し迫ったことがあったので、

こういう形を取らせていただきました。これから、新

年度入っていきますけれども、できるだけその途中途

中でも、緊急時でない限りにおいては、そういうふう

な形じゃなくて、議会の皆さんに当然諮っていただい

て、その上でやっていくという形にしていきたいと思

います。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 よろしいですか。そのほか。 

 質疑もないようでありますので、終結いたします。 

 次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。 

 これより、承第１号を採決いたします。本案はこれ

を承認することに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、承第１号は、これ

を承認することに決しました。 

 次に、日程第44、承第２号「令和２年度尾花沢市一

般会計補正予算（第12号）の専決処分の承認につい

て」を議題といたします。 

 これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 質疑もないようでありますので、終結いたします。 

 次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。 

 これより、承第２号を採決いたします。本案はこれ

を承認することに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、承第２号は、これ

を承認することに決しました。 

 次に、日程第45、議第27号「尾花沢市新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金基金の設置、管

理及び処分に関する条例の設定について」を議題とい

たします。 

 これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 質疑もないようでありますので、終結いたします。 

 次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。 

 これより、議第27号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、議第27号は、原案

のとおり決しました。 

 次に、日程第46、議第30号「尾花沢市庁舎建設基金

の設置、管理及び処分に関する条例を廃止する条例の

設定について」を議題といたします。 

 これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 質疑もないようでありますので、終結いたします。 

 次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。 

 これより、議第30号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、議第30号は、原案

のとおり決しました。 

 ここで、昼食のため、午後１時まで休憩いたします。 

 

            休 憩  午後０時01分  

            再 開  午後１時00分  

 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 再開いたします。 

 次に、日程第47、議第１号「令和２年度尾花沢市一

般会計補正予算（第13号）」を議題といたします。 

 これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。和

田哲議員。 

◎９番（和 田   哲 議員） 

 それでは私から53ページの教育費、学校管理費につ

いてお尋ねいたします。 

 小学校の学校管理費の14節、工事請負費であります

けれども1,388万9,000円の、この中身について詳細の

説明をお願いします。それと併せまして、学校管理費

の目的は何なのか、ご説明よろしくお願いします。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（坂 木 良 一 君） 

 それでは今ありました小学校費、学校管理費の工事



請負費の内容についてお答えいたします。 

 今回、工事請負費として1,388万9,000円、こちらの

ほうで計上しております。内容といたしましては、旧

安久戸分校の改修工事のほうに750万円、今回の大雪

で福原小学校のプールハウスが倒壊しましたので、そ

の改修工事が350万円、尾花沢小学校の土俵について

も、雪のほうで倒壊しております。こちらの撤去工事

が30万円、常盤小学校の雪囲い改修工事が40万円、自

家用電気工作物改修工事が250万円、校内ネットワー

ク構築工事、ＧＩＧＡスクール関係でありますけれど

も、そちらのほうの工事が完了して、実績額に応じて

減額するもので、31万1,000円を減額するものであり

ます。合わせて1,388万9,000円の今回補正を行ったと

ころであります。 

 小学校の管理費につきましては、小学校の各学校施

設の維持管理をまずメインとしながら、こども教育課

のほうで今所管しております施設のほうもございます。

そちらのほうの改修もこの管理費の中で対応している

ところでございます。以上です。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 和田議員。 

◎９番（和 田   哲 議員） 

 詳細な説明ありがとうございます。学校管理費の目

的として、学校施設の維持管理。あとは今所管されて

おります学校施設もありますので、その維持管理にも

学校管理費が見込まれる説明で認識しました。この中

で、1,300万円の約半分ほどを占めます750万円の安久

戸分校のことについて、何点かお尋ねしたいと思いま

すが、こちらは、先日の常任委員会のほうでも、詳細

の説明をいただいておりますが、こちら既に廃校にな

っている旧明徳小学校の分校ということで、既にこち

らは平成５年から、安久戸地区の公民館として、無償

貸与した状態で使用されています。その安久戸地区公

民館、分校のほうを、今回は改修したのちに譲渡する

ということでありますが、この譲渡に至った経緯につ

いても説明いただければ、よろしくお願いしたいと思

います。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（坂 木 良 一 君） 

 旧安久戸分校の譲渡に至った経緯についてでありま

すけれども、旧安久戸分校につきましては、これまで

も長年、安久戸地区の集落公民館として使用されてき

ております。平成５年に安久戸分校が休校というふう

な形になりまして、それ以降、集落の公民館として活

用されてきております。平成25年に３月31日をもって

旧明徳小学校が廃校となりました。その時に安久戸分

校についても同じく廃校となっております。それ以降、

集落のほうとこの安久戸分校の活用について、いろい

ろと話を進めてきた経緯がございます。今回、安久戸

地区のほうから、この安久戸分校について、地区の活

性化を図る拠点施設として活用していきたいという意

見と、あと要望書が出されております。これを受けま

して、関係課のほうで協議を行い、市としては先ほど

市長の施政方針にもありましたように、地域の活性化

を後押ししていくというふうな考えから、地域の意向

に沿った形で、安久戸分校については、課題となって

いる部分について改修を行い、集落のほうに譲渡して

いきたいというふうな対応を今考えているところです。

以上です。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 和田議員。 

◎９番（和 田   哲 議員） 

 要望書が提出されて、その地区の要望に答える形で

関係課で協議していただいた結果、今回の３月補正予

算で改修を行いたいという内容だったと認識しており

ますが、昨年の12月10日に要望書が市長のほうに提出

されたとあります。今ほかの集落公民館も一部老朽化

が進んでおりまして、非常にこう地区の課題が浮き彫

りになっているところであります。そういった集落公

民館の改修を後押しするために、尾花沢市のほうでは

既にですね、尾花沢市分館等整備補助金が設置されて

おります。５分の３、そして上限600万円を上限とす

る集落公民館の改修と、また増築、修繕及び環境整備

に関する事業に対して補助制度を設けておるわけであ

りますが、今ご説明いただいた中で、すでに集落公民

館として使用していると。すでに使用しているその集

落公民館が、なぜこちらの補助制度ではなく、市の財

源で全て改修になったのかということが１つと、非常

に750万円という市有財産を改修しての譲渡になりま

す。１つの今後の指標となる可能性もあるかと思いま

す。なぜこの大きい問題の中で、３月補正でしなけれ

ばならなかったのか。なぜ当初予算ではないのか。そ

こに関してご説明よろしくお願いいたします。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（坂 木 良 一 君） 

 まず初めに、改修につきましては、社会教育課のほ

うでも、公民館に対する補助金等がございます。ただ

安久戸分校につきましては、現状、市の管理する施設



でありまして、集落のほうとしても施設の改修にあた

っては、補助金の活用は、現時点ではできないという

ことで、今回市のほうでこういった地域の意向に沿っ

て改修を行い、以降地区のほうに譲渡を行った上で、

その後は地区のほうでいろいろと改修していただく形

になりますけれども、今回については地域の意向に沿

って、まず一旦市のほうで施設の改修を行って、譲渡

していきたいというふうに考えているところです。 

 なぜこの時期、補正予算でというふうなことであり

ますけれども、これにつきましては、当初要望をいた

だいた時期も12月10日というふうなこともありまして、

新年度予算での予算取りが時期的に遅かったというこ

ともございます。地域の要望に沿った形で早目に対応

していきたいということから、今回３月の補正で予算

を取って対応していきたいというふうに考えたところ

です。以上です。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 そのほか、星川薫議員。 

◎２番（星 川   薫 議員） 

 その安久戸分校に関連してお聞きします。12月から

私もずっと学校の施設に対して、コロナ対策というこ

とで、学校等にですね、あの空気清浄機から、あとは

手洗い場とか、そういうのを対策したほうがいいんじ

ゃないかという話をしたと思います。ですからこの補

正予算で、何でそこまで急いで安久戸分校を改修しな

くちゃいけないのかと。優先順位がちょっと違うんじ

ゃないかなという議員も多々いると思います。 

 やはり子どもたち、子育て日本一を掲げる尾花沢で

すから、まずは子どもたちのためにお金を使っていた

だきたかったなという思いがありますけれども、その

辺はどうお考えでしょうか。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 こども教育課長。 

◎こども教育課長（坂 木 良 一 君） 

 星川議員のほうからは、子どもたちのほうに優先し

て予算を取るべきでなかったかというふうなご質問で

ありますけれども、確かにあの学校教育も大変重要で

あります。そちらのほうの対応も、コロナに関しては、

いろいろ国の補助金等を活用して進めてきているとこ

ろでございます。ただあの各集落の、地区の活性化と

いうのも本市にとっては大変重要な課題であるという

ふうに考えております。今回地区のほうから、こうい

った要望が出されておりますので、そういった意味で

も、地区の地域の活性化、地域のやる気を後押しする

という意味でも、こちらについても、急いでやるべき

事業であったというふうに考えております。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 星川議員。 

◎２番（星 川   薫 議員） 

 安久戸分校に関しては、私も実際は反対ではござい

ません。地域活性化のために、地域に譲渡するという

のは、私は全然そこは問題視してない。ただやっぱり

この時期に補正で、いつもあのお金がない、お金がな

いと皆さんおっしゃいますので、なんですぐそんなに

750万円もつけられるのかなというほうが、普通では

ないかなというふうに思いました。ですからやっぱり、

子育て日本一を尾花沢は掲げていますので、まずは子

どものためにお金を使っていただきたいというふうに

思います。以上です。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 そのほか、ありませんか。伊藤浩議員。 

◎12番（伊 藤   浩 議員） 

 １点お伺いいたしたいと思います。予算書の38ペー

ジ、39ページ、歳入16款２項４目、県支出金の農林水

産業費県補助金、この中で、多面的機能支払交付金、

これが1,793万6,000円、当初予算にすると約８％ぐら

いになるかと思います。減額となっていますけれども、

その背景についてお伺いをいたします。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 農林課長。 

◎農林課長（岸   栄 樹 君） 

 ただ今ありました、39ページにあります多面的機能

支払交付金の今回の減額の提案についてご説明をさせ

ていただきます。 

 まずあの多面的機能支払交付金につきましては、農

地維持に関する取り組み、共同活動に関する取り組み、

長寿命化に関する取り組みの三層構造から交付金のほ

うが算定されております。今般補正をお願いしたもの

は、この中であの、長寿命化に関するものでございま

す。背景として工事費の支出に関する事業費の上限が

200万円に制限されたことによって、全国各地の活動

組織で、翌年度に繰り越される長寿命化に関連する交

付金が、年々増大しているということがございます。

国では事業の拡大を推進して、取り組み編成の拡大が

図られているということではありますけれども、こう

いう背景を受けまして、国の当初予算はここ数年、前

年並みの措置となっており、この煽りを受けたものと

いうふうに推測しております。市では繰越額が大きく

なっているために、重要事業要望として、多面的機能

支払交付金の十分な予算の確保をお願いしてきた経過



もございます。今後とも事業の円滑な推進を図るため

に、市内の活動組織の現状を分析しつつ、必要に応じ

てさらなる働きかけなどを行ってまいりたいというふ

うに思っております。以上です。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 伊藤議員。 

◎12番（伊 藤   浩 議員） 

 確かですねこれ、昨年度も同じような、今答弁にあ

りましたような、そういう背景があって、減額という

ふうなことがあったはずでございます。多面的機能、

今市内38組織が活動されていると思うんですけれども、

ただ、今ありました長寿命化というのは、全ての組織

がやっているものではないというふうに思います。現

在ですね、その38組織の中で、どのぐらいの組織がこ

の長寿命化の活動に取り組んでおられるのか。 

 今年度の計画の中で、今回のこの減額によって、そ

の活動に支障が出てきたとか、そういうふうな部分と

いうものはございませんか。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 農林課長。 

◎農林課長（岸   栄 樹 君） 

 お答えいたします。まず第１点目の活動組織の取り

組みの状況について、ちょっと前に多面的機能支払交

付金については、三層構造からなるという話をさせて

いただきました。全国的に取り組みの面積が拡大をし

ておりまして、この農地維持に関する部分、共同活動

に関する部分については、国では100％支援をすると

いうことになっておりますので、自然と全国で取り組

みの拡大が図られた場合、長寿命化に係る交付金が目

減りをしていくという、簡単な構図となっております。 

 またあの市内の活動組織におきましては、38組織の

中で、10組織ぐらいが長寿命化に取り組んでおりませ

ん。ですので、25組織前後ぐらいが長寿命化に取り組

んでおります。活動の内容を見ますと、やはり活動の

面積が大きい地区に対しては、200万円の活動制限が

ありますので、大変事業のほうが進めにくいという状

況がちょっと見えてきたところであります。ただあの、

小さな組織につきましては、円滑な事業の推進が図ら

れているものというふうに捉えてございます。以上で

す。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 伊藤議員。 

◎12番（伊 藤   浩 議員） 

 私もこれ過去にやった経験あるんですけれども、本

来、この施設の長寿命化というのは、土地改良区とか、

そういう部分の仕事なのかなとは思うんですけれども、

なかなかやっぱりあの予算上できない。そこに代わっ

て側溝の入れ替えとか、底板を付け加えたりとか、そ

ういう活動を皆さん今やっておられるわけでございま

して、この事業も、総額的にも２億5,000万円近い予

算が新年度も計上されているようでございますけれど

も、これももう今やですね、農業の環境整備作りには

もう欠かせない、大事な事業であると思います。ぜひ、

昨年今年と、今年度と、２年続けて、その前もあった

ような気もするんですけれども、ぜひあの、このマイ

ナス補正というようなことのないように、しっかりと

今後とも国・県に要望活動をしていただきたいという

ふうにお願いしたいと思います。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 そのほか、ご質疑ありませんか。青野議員。 

◎７番（青 野 隆 一 議員） 

 私のほうから３点ほどお伺いいたします。 

 36ページ、37ページ、15款２項４目、災害復旧事業

費補助金、３億7,310万円でございます。福原地区の

揚水場も含めた豪雨災害による復旧の国の補助金だと

いうふうに思われますけれども、請願やら、あるいは

要望書やら、大変あの農家にとっては困窮した事案で

ございました。結果としては、そういう査定がもう終

わって、工事概要が決まって、いよいよ着工という状

況に入っているんだなとは思うんですが、まずその工

事概要なんですけれども、要望書なり、あるいは請願

でも出された、この地域の方々から出された、そうい

った線に沿って、査定の結果、そういう工事の内容に

なっているのかどうか、お伺いしたいと。そしてまた、

今年ですね、作付けに間に合うような工期として、果

たしてこの着工ができるのかどうかが第１点です。 

 ２点目は、いわゆる補助率なんですけども、国の補

助率、相当今回の受益者数からいきますと、高い補助

率になったんではないかなと思うんですが、実際この

国の補助率というのはいかほどだったのか。そして地

元負担金というのは、どの程度の負担金を想定された

のかということをお伺いいたします。 

 42ページ、43ページ、２款１項５目、財産管理費、

公共施設整備等基金積立金、今回庁舎の改築の残額を

積み立てるということで、５億円ほど積み立てており

ます。これによってこの積立金の残高がいかほどにな

るのかということと、この公共施設の解体等々につい

ては、年次計画でもう既に計画があるんですけれども、

こういった大きな額が入ってくることによって、その

計画をさらにスピードアップをしてやっていくという



考えなのか。あるいは文字どおり、公共施設の整備等

基金積立金ですから、必ずしも解体だけではなくて、

いわゆる公共施設を整備をすると、建てるということ

も含めて、この積立金については用途を考えておられ

るのかどうか、合わせてお伺いいたします。 

 54ページ、55ページ、10款５項３目、今回多額な減

額補正予算が組まれております。消耗品費327万円、

オリンピックミニセレブレーション等会場設営業務委

託230万円とかあるんですが、これについてのご説明

をお願いいたします。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 農林課長。 

◎農林課長（岸   栄 樹 君） 

 私のほうからは、37ページに記載されております、

災害復旧事業費補助金の概要についてお答えをさせて

いただきます。まずあの７月豪雨に際しましては、３

件の揚水機場の関係者の皆様より、災害復旧に向けて

のご要望書を頂戴いたしまして、その内容に沿って地

域に寄り添いながら計画を策定して、災害の査定に臨

んできたところであります。その中ではやはり、地域

の方の要望にどうしてもお答えできない部分も当然査

定の中ではございましたけれども、何度となく意見交

換をさせていただきながら、工事の概要につきまして

は、おおむね了承いただきまして、現在に至るという

ふうに、私のほうは捉えてございます。 

 またあの工期につきましては、当初の予定どおり、

来年度の作付けが若干遅れますけれども、来年度の作

付けに間に合うように通水をするということで、こち

らのほうも今現在進行形で、そのような形で計画のほ

うを進めさせていただいております。 

 実際には、揚水機場につきましては、大きなところ

３件分は今年度にもうすでに契約をさせていただきま

して、現在進行形で修繕に入ってございます。雪が解

けたあとに機械の整備を行いながら、通水をさせて、

その通水と同時に建屋のほうの再構築を図るという計

画になってございます。 

 補助率でございますけれども、まだ事業費が確定し

ていないこともございまして、はっきりとした補助率

にはついては申し上げることはできませんけれども、

限りなく100％に近いような補助率になっているとい

うことで今現在伺っているところでございます。です

ので、残り数％の負担でありますので、大きなところ

でも数十万円程度の負担で留まるのかなというふうに

思ってございます。以上でございます。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 財政課長。 

◎財政課長（髙 橋   隆 君） 

 43ページの公共施設整備等基金積立金に関しまして

ですが、39ページのほうにあります庁舎建設基金繰入

金、４億6,959万6,000円を積み立て、それから年次計

画的な積み立てを行いまして、この額を積み立てるも

のであります。そうしますと、今年度末の基金の残高

としましては、６億9,139万4,000円となる見込みであ

ります。こちらのほうの解体のスケジュールに関しま

しては、計画どおり進めていきたいと考えています。

ただ旧明徳小学校につきましては、当初の計画として

は解体でありましたが、今年度から除雪基地として整

備していくということで、今年度校舎のほうを解体す

るわけであります。そういうことでありまして、跡地

の利用が別のものに使えるとなると、有利な起債のほ

うも使えますので、こちらの基金の活用が縮小できる

のかなと考えております。 

 あとは解体だけでなく、いろんな施設の建て替え、

移転、新築、それから１番大きな学園構想の学校建設

のほうにも、こちらのほうを使っていきたいというこ

とで、毎年度頑張って、積立額を増やしていきたいと

考えています。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（五十嵐 満 徳 君） 

 お答えいたします。54ページ、55ページの10款５項

３目、体育振興費のうち７節、報償費から13節、使用

料及び賃借料までの減額につきましては、令和２年度

に開催を予定しておりました東京2020オリンピック・

パラリンピックが、１年延期されたことに伴いまして、

減額させていただき、新たに新年度予算において、予

算計上させていただいたところでございます。 

 また委託料のオリンピックミニセレブレーション等

会場設営業務委託につきましては、オリンピックミニ

セレブレーションの会場のテント設営の業務委託料を

減額させていただいたところでございます。以上です。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 青野議員。 

◎７番（青 野 隆 一 議員） 

 まず最初に、災害復旧費補助金でございますけれど

も、本当に農林課の皆さん方も、現場を良く見ていた

だいて、そして工事復旧概要今お聞きしたとおり、今

年の作付に間に合うような形での工事進行が図られて

いるということでございました。そして地元負担金、

補助率ほぼ100％に近いという、これもまた地元の老



齢化をしている担い手のいない農業世帯にとって、大

変ありがたい形で復旧をしていただいたなということ

で、本当に感謝をしたいなと思います。ただ１点です

けれども、やはり今回のその大水が、想定外の最上の

上流域からの流量だったということで、地元のほうか

らも、同じような水の水量が来た場合に何とかクリア

できるような工夫もしていただきたいというような要

望あったと思うんですが、この点について少し改善を

されたとか、同じような量でも、これだけの対応をし

たという点が、もし工夫された点がありましたら、も

う１点だけお聞かせをいただきたいと思います。 

 あと、公共施設整備等基金積立金、おおよそ７億円

ということになりました。やはりこれから、解体もそ

うなんですけれども、いろんな意味でこの公共施設の

建て替えなども含めながら、学校も先ほど答弁ありま

したように、そういった原資としても、これは有効に

使っていくべきかなと。もちろん、そういった意味で

の公共施設整備等基金、その名のとおり、今後の計画

だということでございます。そうした意味でも、今回

4,000万円ほど一般財源から、さらに積み立てをして、

庁舎の基金だけではなくて、さらに4,000万円プラス

をして積み立てをしているということで、これは計画

的に、こういう形で、やはり基金をしっかりと確保し

ていく。そのことがこれからの尾花沢のさまざまな公

共施設の整備に対しても、大変良いその運用が図れる

ものだなということで、今後ともぜひお願いしたいと

いうふうに思います。 

 社会教育課の答弁がございましたけれども、2020の

オリンピック・パラリンピックの延期ということがご

ざいました。私は１つこの減額の時期というものがあ

るんじゃないかなというふうに思っております。ロー

ラースキーとかスキー強化、これはもう時期的に言え

ば今しかないんですけれども、オリンピック関連で言

いますと、もうほとんど７月頃には、ちょっと無理だ

ろうというふうなことで、もちろんその聖火リレーも

含めて、これはできないということになっておりまし

た。これをですね、３月補正であれば来年度予算の不

用額として、繰越金でいくわけですけれども、先ほど

からも、やっぱり学校関係、例えばコロナ関連の設備

なども実施していただきたいと。なかなかやっぱり年

度内の対応が難しい。そういう場合にですね、多額な

このもう分かっている、使わないというふうに確定し

た段階で、私はやっぱり下ろすものは下ろして、もし

かしたら、12月や３月補正の中で、そういったものを

活かすと。年度内の事業として、あるいは何か整備を

する意味で、年度内にしっかりとそういった既決の予

算を有効に使うんだというふうな考え方もあるのかな

と思いますけれども、この件は財布を預かっている財

政課長のほうから、ご意見がありましたらお聞かせい

ただきたいと思います。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 財政課長。 

◎財政課長（髙 橋   隆 君） 

 使わない予算を必要なところへ使ったらどうかとい

うことであると思うんですけれども、今年度、コロナ、

それから今回の豪雪ということで、財政調整基金のほ

うから相当の額を一気に取り崩しております。それに

どうやって積むかと言いますと、やはり今年度、繰り

越した金額の中から半分は財政調整基金に積むことに

なっておりますので、できるだけ財政調整基金を再度

積み増しできるように、できるだけ節約していきたい

と考えているところでありますので、必要な部分につ

きましては予算は充当しますが、我慢できる部分とし

ましては、次年度以降にできるだけ繰り越ししたいと

考えております。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 農林課長。 

◎農林課長（岸   栄 樹 君） 

 災害査定、災害復旧に際して工夫した点はというご

質問でございます。やはりあの今回の災害査定に向け

て、国の災害査定官の経験者の方から事前に現地を見

ていただいたり、その後は県と連携してその方と何度

も話し合いをさせていただいたりして、やはり現行の

災害復旧事業の中でどこまでできるのかということを、

まず国・県・市が連動して、連携して突き詰めたこと

が１番の工夫のポイントかなというふうに思っており

ます。その中でやはりあの、地元からのご要望につい

ては、やはり強烈に、強力に言われたのは、再度災害

の防止の観点でございます。しかしながらやはり、現

行の復旧事業などでは、なかなか100％お答えするこ

とができませんでした。しかしながらそのできる範囲

の中のことで、地域の方とお話をさせていただきなが

ら、やはり１番大きなことが電気設備に関しては、水

位上限位置より高台に上げる点、こちらのほうだけは

査定のほうで認めていただいたということで、これは

大きな成果であったなというふうに思っております。 

 建屋のほうは移転はしていないので、やはり水の中

に浸る可能性はあるんですけれども、もし同じような

水が出た場合でも、被害を最小限に食い止めるような

お話を地域の方と作り上げてきて、今回にいたってい



るということでございます。以上でございます。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（五十嵐 満 徳 君） 

 お答えいたします。オリンピック関連予算の減額の

時期についてのお尋ねでございますけれども、今年度

のオリンピック関連予算につきましては、今年度中に

準備できるものがあれば準備してきたところでありま

す。令和２年度のオリンピック関連予算全てを減額さ

せていただいたところではございませんでした。今年

度末の減額となりましたけれども、今年度のオリンピ

ック関連事業がおよそ予算的に確定なりましたので、

残額についてのみ減額させていただいたところでござ

います。以上です。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 青野議員。 

◎７番（青 野 隆 一 議員） 

 農林災害につきまして、本当に地元のさまざまな要

望と、そしてまた国、県の縛りがある中で、私は本当

に最善最大の復旧をしていただいたなと、先ほどもお

礼申し上げましたけれども、改めて本当にお礼申し上

げたいというふうに思います。 

 あと、財政調整基金との関連で、今財政課長から話

がございました。私はあのいろいろ決算書を見ますと、

尾花沢の予算執行率って決して高くないのかなと思う

んですが、ということは、それだけその不用額を出し

て、繰越金で来年度、そこからまたさまざまな充当し

てくるというやり方は、尾花沢的なやり方なのかなと

思っております。財政調整基金を積み立てるために、

不用額、繰越金を多くするということではなくて、財

政調整基金をあまり充当しなくてもやれるような予算

繰りをやっていくことが本来なんじゃないかなと私は

思います。これは考え方なんですけれども、やはり執

行率、せっかく組んだ既決予算を、その年度内でどれ

だけ有効に使うかという、そういうスタンスでこの財

政運営をしていくべきなんじゃないかなというふうに

私は思います。考え方はいろいろあると思うんですが、

私も職員のころは、やっぱり不用額というものを出す

と先輩から随分言われました。やっぱり早目に目処の

つくものは、下ろすものは下ろしてそして執行すべき

だという、私はあの10年以上前の職員ですので、そん

な時代もあったということなんですけれども、そうい

うふうな意味で、やっぱり財政課を主体としながら予

算執行、不用額の考え方、たまたま今回は社会教育課

のことをお話申し上げましたけれど、先ほどあったよ

うに、準備期間として、やっぱり執行するものがあっ

たということ私了解いたしました。そのことを取り立

てているのではなくて、一般的にそういった事業に対

する、例えば入札をしたあとの差額とかも含めて、い

ろんな意味で事業を確定した場合は、ある程度年度内

で有効に使えるかどうかを含めながら、今後ですね、

１つの尾花沢としての予算の執行、あり方について、

改めて議論していただければなというお願いをいたし

たいと思います。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 そのほか、ご質疑ありませんか。菅野修一議員。 

◎１番（菅 野 修 一 議員） 

 私のほうから３点についてお伺いいたします。 

 48、49ページの６款１項３目、農業振興費の中の18

節、負担金、補助及び交付金です。担い手確保・経営

強化支援事業補助金というふうなことで、3,682万

5,000円というふうなことになっております。この点

について、年度末に近い中で、金額もかなりの大きい

額であります。その補正の内容、理由等についてお伺

いいたします。 

 50ページ、51ページの７款１項３目観光費、10節、

施設等修繕料ですか、753万円ほどありますけれども、

その内容についてお伺いいたします。 

 もう１つ54ページ、55ページになりますけれども、

11款で１番下段のほうになりますが、農業施設災害復

旧費というふうなことで、18節の1,879万円ほど減額

というふうなことになりました。小規模災害、あるい

は小規模農地等災害緊急復旧対策事業費というふうな

ことで、昨年大変な農業施設関係で、小規模ではあり

ますけれども、箇所数も多く災害を受けたわけであり

ますが、減額というようなことから見たら、だいたい

予定された箇所は全て完了したと。復旧されて、令和

３年度の作付には十分間に合うというような状況であ

るかどうかをお尋ねいたします。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 農林課長。 

◎農林課長（岸   栄 樹 君） 

 ３点ご質問いただいた中の２点が農林課の分であり

ますので、その点についてお答え申し上げます。 

 まず第１点目、49ページにあります担い手確保・経

営強化支援事業補助金についてであります。こちらの

補正につきましては、なぜこの時期になったかと言い

ますと、国の３次補正に伴った事業であるため、この

時期の補正をお願いするものでございます。以前より

市内の農業経営者の方と、いろいろ規模拡大に関して、



意見交換を行っておったところでありますけれども、

この事業のご提示を受けて、なんとかこの事業で経営

の改善、経営の拡大を図ってみないかということで、

ご相談を申し上げたところ、手を挙げていただいた方

の事業費を積算すると、この金額になったところであ

ります。ただこの金額があのすべて認可を受けるもの

ではございませんので、まず事業費を確保させていた

だきながら、事業の申請を行うものとなってございま

す。 

 あともう１点なんですけれども、55ページにありま

す小規模災害対応の事業費の減額についてでございま

す。最近、毎年異常気象により農業被害のほうが発生

しているところでございますけれども、こちらの補助

金につきましても、７月豪雨災害に対応する補助金と

して確保させていただいた金額でございます。しかし

ながら、今回の７月の豪雨の災害につきましては、最

上川の増水による被害はあったものの、降雨が大変少

なかったということで、市内全域での農業被害は、大

きな被害が確認できなかったということで、執行がな

らなかったものでございます。以上でございます。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（永 沢   晃 君） 

 51ページの施設等修繕料、753万円になります。修

繕料につきましては、大きく４つになります。 

 まず花笠高原荘の関係ですけれども、花笠大浴場の

ろ過装置につきましては、開設当初からの装置をその

まま活用しておりました。これについては、漏水等も

ありまして、修繕を図る上で、分解するような形でや

ろうとしたんですけれども、その装置そのものがもう

20年以上の装置なものですから、装置そのものを交換

しなければならないということで、これが506万円に

なります。 

 次に土間付体育館、いわゆる交流施設になりますけ

れども、そちらのほうにつきましては、約40個ある水

銀灯の14個が消えておりましたので、こちらのほうは

早急に取り替えというふうな形になります。それが、

33万円であります。 

 続きまして、花笠の湯、徳良湖温泉になりますけれ

ども、温度を管理している機械が全部で５基あります。

これはあの温度を管理しながら、これもろ過という形

での機械になりますけれども、完全に修繕が必要だっ

た１基分につきましては、先の定例会で取り換えして

きたんですけれども、それに合わせまして、今回全部

で５基あるうちの残り４基分を、耐用年数としまして

は10年という話でしたが、それが17年目になっていき

ますので、その分につきましての修繕という形での

214万円というふうな数字になります。以上です。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 菅野議員。 

◎１番（菅 野 修 一 議員） 

 ありがとうございます。ご説明をいただきまして、

理解することができました。やはりこの担い手確保・

経営強化支援事業につきましては、やっぱりあの農業

の後継者等々に支援するものというふうなことで、３

次補正になったため遅れているというふうなことが理

解できました。これからも、担い手の確保、育成とい

うものは、農業については第一大きな課題だと思いま

すので、今後ともよろしくお願いしたいなと思います。 

 あとあの７月豪雨災害の小規模災害は、数があまり

なかったというふうなことで減額補正というふうなこ

とになったというようなことであろうかと思います。

今後、気象的にも、大変異常なこの温暖化における、

今年の豪雪もそうだと思いますけれども、豪雪時の除

雪災害等々も心配されるところでありますので、その

点もよろしくお願いいたします。 

 観光費の施設等修繕料につきましては、花笠高原荘

も建設以来、大変老朽化しているというふうなことで、

修繕費用もこれからも嵩むのかなと思います。そんな

中で、やはり今そのあり方も含めて、大規模修繕とい

うふうなこともあろうかと思いますけれども、その都

度行っていくというような方針というふうなことであ

りますので、その点も理解し、そしてまた来るべきし

っかりとした対策をお願いしたいと思います。終わり

ます。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 そのほか、ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 質疑もないようでありますので、終結いたします。 

 次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。 

 これより、議第１号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、議第１号は、原案

のとおり決しました。 

 次に、日程第48、議第２号「令和２年度尾花沢市国

民健康保険特別会計補正予算（第６号）」を議題とい



たします。 

 これより質疑に入ります。ご質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 質疑もないようでありますので、終結いたします。 

 次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。 

 これより、議第２号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、議第２号は、原案

のとおり決しました。 

 次に、日程第49、議第３号「令和２年度尾花沢市簡

易水道特別会計補正予算（第３号）」を議題といたし

ます。 

 これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 質疑もないようでありますので、終結いたします。 

 次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。 

 これより、議第３号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、議第３号は、原案

のとおり決しました。 

 次に、日程第50、議第４号「令和２年度尾花沢市国

営村山北部土地改良事業特別会計補正予算（第１

号）」を議題といたします。 

 これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 質疑もないようでありますので、終結いたします。 

 次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。 

 これより、議第４号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、議第４号は、原案

のとおり決しました。 

 次に、日程第51、議第５号「令和２年度尾花沢市農

業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）」を議題

といたします。 

 これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 質疑もないようでありますので、終結いたします。 

 次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。 

 これより、議第５号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、議第５号は、原案

のとおり決しました。 

 次に、日程第52、議第６号「令和２年度尾花沢市介

護保険特別会計補正予算（第３号）」を議題といたし

ます。 

 これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 質疑もないようでありますので、終結いたします。 

 次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。 

 これより、議第６号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、議第６号は、原案

のとおり決しました。 

 次に、日程第53、議第７号「令和２年度尾花沢市後

期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号）」を議

題といたします。 

 これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 質疑もないようでありますので、終結いたします。 

 次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。 

 これより、議第７号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、議第７号は、原案

のとおり決しました。 

 次に、日程第54、議第26号「尾花沢市総合振興計画

基本構想の議決に関する条例の設定について」を議題



といたします。 

 これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 質疑もないようでありますので、終結いたします。 

 次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。 

 これより、議第26号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、議第26号は、原案

のとおり決しました。 

 次に、日程第55、議第29号「尾花沢市定住促進住宅

用地の貸付及び譲渡に関する条例の設定について」を

議題といたします。 

 これより質疑に入ります。ご質疑ありませんか。青

野議員。 

◎７番（青 野 隆 一 議員） 

 今回、定住促進住宅用地の譲渡に関する条例、大変

今人口減少、そしてまた市外への転出が言われる中、

第７次総合振興計画に沿ってこういった条例ができた

ということは、私は非常に良い時期に、タイムリーに

作っていただいたなというふうに思っております。少

し中身について質問させていただきたいと思います。 

 第５条、第５条の２項に、市長は前項の申請を行う

に際し必要と認めるときは、有識者に対し意見を求め

ると。有識者というのは、どういう方々を想定してい

るのか、お尋ねをいたします。 

 次に第８条、ここには保証金10万円という納付が義

務付けられております。そしてまた11条、貸付期間は

15年ということも明記をされております。この保証金

の10万円と、貸付期間の15年という、その数値に対す

る根拠みたいなものがありましたら、お示しをいただ

きたいと思います。 

 13条､ここには､市長は次に掲げる行為を確認した場

合､文脈なんですけれども､原状回復を命じ又は契約を

解除することができると､いうことについて､ちょっと

分かりやすくご説明をしていただきたいと思います。 

 ２項、次ページの２項になりますけれども、この２

項には、市長が契約の解除を行う場合によって、貸し

付けた土地に住宅等建物がある場合には、当該住宅と

建物を買収することができるということがございます。

これについても説明をお願いしたいと思います。 

 あと最後に第19条、譲受者は市や地域の規範を遵守

し、自治会等の地域の活動に協力するよう努めなけれ

ばならない。この譲受者というのは、15年後に譲受者

になるわけなんですけれども、その以前から、やはり

契約をしてそこに住むという状態の時から、私はこの

19条を遵守していただく必要があるんじゃないかなと

いうふうに思うんですが、これも合わせてご答弁をお

願いいたします。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 建設課長。 

◎建設課長（齊 藤 孝 行 君） 

 青野議員のほうからは、定住促進住宅用地の条例の

内容について、ご質問がありましたので、まず１つず

つお答えしたいと思います。 

 まず第５条の部分であります。貸付の決定、有識者

に対し意見を求めることができるというふうになって

おります。こちらの部分は、今市営住宅に入居する際

に、市営住宅入居者選考委員会があります。そちらの

方を想定しております。あと第８条の保証金の部分に

ついては、あらかじめ10万円というような部分であり

ますけれども、こちらの部分は他市のほうの状況を見

ながら10万円というふうに設定させていただきました。 

 それで第11条の15年という期間でありますけれども、

こちらのほうは、今想定しておりますのが、荒楯の宅

地の分譲地であります。今まだ分譲が終わっていない

箇所がありますので、そちらの部分に対して、今購入

だけでありますけれども、来年度からこの条例が制定

されれば、貸し付けすることも可能になっております。

今現在購入された方もいらっしゃいますので、そちら

の方と、今後貸し付けされる方の公平性を保つ観点か

ら、期間のほうを15年というような設定にさせていた

だきました。 

 あと13条の契約の解除でありますけれども、こちら

のほうは、通常の敷地と契約している場合には、契約

が解除なった場合には、元の状態に戻すということが

ありますので、そちらの部分の記載をしているところ

であります。 

 またこちらのほうは、第２項の部分になりますけれ

ども、契約の解除を行う場合については貸し付けた土

地に住宅建物がある場合には、買収することができる

ということで、あくまでも土地の部分が貸し付けであ

ります。もし住宅が、１年以内に住宅を建てるという

ふうなことで条件になっておりますので、それ以降、

例えば契約解除になった場合には、買収もすることが

できるというようなことで、条項を入れております。 

 19条の土地の譲受者の責務に関しては、ここに記載



しているとおり、青野議員のほうから、それ以前から

という話もありましたので、それも踏まえながらの条

文であります。以上であります。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 青野議員。 

◎７番（青 野 隆 一 議員） 

 第11条の15年というのは、荒楯の新たに分譲した格

安の市有地の活用、最初なかなか売り渋っておったよ

うですが、やっぱり人が入りますと、どんどん入って

きて、だいぶもう完売に近づいてきてるというお話を

聞いております。非常に定住政策として、そういった

格安の宅地、あるいは無料も含めて、そういったやっ

ぱり宅地を提供していく。このことによって、上物は

建てなきゃならないんですが、いわゆるそれも定住と

いう、あるいは市外、市内に勤務している市外からの

移住なんかも含めて、やっぱりこういう政策は今回の

賃貸も含めながらなんですけれども、やはりさらにこ

の第２弾、３弾をやっぱりやっていく必要があるのか

なというふうに思います。 

 たまたま荒楯住宅の今分譲されてる方との整合性が

あって15年という期間にされたということのようでし

たけれども､やはりこれもですね､その件がある程度見

えましたら､やはりこの15年という期限については､今

の段階では仕方ないですが、やっぱりもっと短縮をし

ていく｡やっぱりそういった条例改正､今から言うのお

かしいんですが､あの今の実情は分かりました｡確かに

そういう実情があって15年ということですので、やっ

ぱりその決着を見た際には､この年数をもっと短くし

ていく｡そして貸与､譲渡､結び付いていくような､期間

については､それと合わせながら､ぜひ短縮をしていた

だきたいなと､これは要望申し上げたいと思います。 

 13条なんですけれども、私の読み方が、どうなんで

すかね、原状回復を命じ、「又は」とここに入ってき

ていますね、又は契約を解除する。私は原状回復を命

じ解除、契約を解除することができるという文脈なん

じゃないかなと。この「又は」が入ることによって、

原状回復か契約の解除かという、二者択一のように読

み取ってしまう。私は読み取ってしまうので、それが

両方なればこのままでいいんですけど、さっきの説明

ですと、原状回復を命じ解約を提示する、原状回復を

して契約を解除するというのが、文章としての流れな

のかなということで、この「又は」は、なくてもいい

んじゃないかなというのが私の考えなんですが、改め

てまたご見解お願いしたいと思います。 

 この現状回復という言葉と、その先ほどあった建物

が残った場合、当該住宅建物を買収するという、市が

買収するという、この項目になっているわけなんです

ね。私が思ったその現状回復というのは、もう更地に

して返してくれよという意味だとすれば、この後段の

買収というのは、ちょっと結び付かなくなってしまう

のかなということで、これもちょっと整理をしていた

だきたいというふうに思うんですが、私の読み違えか

どうか含めて、もう１回見解お願いしたいと思います。 

 あと19条は、やはりこれあの譲受者ということで、

譲渡を受けてから以降の責務じゃなくて、私はその契

約なりをされた段階でやっぱり、今アパートの方も自

治会に入らない方いっぱいいて、区長さんも困ってる

ようなことが多々あるようです。やっぱりこういう市

のこういった特典を付けての契約になるわけですから、

やはり住み始めたらこういう地域の、市や地域の規範

を遵守し、自治会活動にも協力をするんだというのは、

15年後でなくても、最初からそういう意識を持って住

民参加をしていただく必要があるんじゃないかなとい

うことがありますので、併せて、ご回答お願いします。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 建設課長。 

◎建設課長（齊 藤 孝 行 君） 

 ２点お答えいたします。第13条の原状回復の件であ

りますけれども、こちらの部分は、原状回復を命じて、

「又は」であります。契約のほうを解除することがで

きるというような内容であります。２項については、

例えば先ほどの原状回復ができず、契約を解除した場

合には、建物と住居がある場合が想定されます。それ

は買収することができるというふうな内容として捉え

ております。 

 第19条の部分については、条例の内容上はここに記

載したとおりでありまして、当然やはり同じ地区の住

民になった場合には、先ほど青野議員が仰ったような

意識と言いますか、それは当然あるかと思いますので、

そちらは例えば契約の際には、その部分を遵守してい

ただいてというふうなことで、お話をしていきたいと

思います。以上であります。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 青野議員。 

◎７番（青 野 隆 一 議員） 

 ちょっと私の理解力がないのが問題なのかなと思う

んですが、この13条、原状回復を命じ、原状回復しな

さいよと命じるわけだから、原状回復というのは、私

が想定するのは、元の更地に戻しなさいよと、元の原

状に戻しなさいよと。例えば建物が建っていても更地



にして返しなさいよと、いう意味に私は捉えてしまう

んです。原状回復という考え方は。そこに、「又は」

ということが入ることによって、これ契約を解除する

ものですよね、原状回復をするのか、契約を解除する

のかという選択じゃなくて、「又は」というこの文言

がないほうが、原状の回復を命じ契約を解除するんだ

という、１文で表さないと、私みたいな誤解、解釈を

する方もいるんじゃないかなということで、それは文

面上の問題なので、差支えなければ、そういうふうに

直したほうがいいんじゃないかなと。そのほうが、こ

れからこの条例に沿っていろいろ賃貸される方に、そ

のほうが私はいいんじゃないかなと、ちょっと精査を

お願いしたいと思います。 

 あともう１点は、その原状回復ということと、当該

建物を買収するということは、どうも原状回復の考え

方は、やっぱりもうちょっと整理しておかないと、私

が思う原状回復は更地という、建物建っていたら元に

戻してくださいよというふうな意味にとってしまうの

で、後段のほうの建てたものは市で買うんですよとい

うふうなことと、なんか相矛盾してしまうような私は

感じがするんですが、質問は３回までなので、これ以

上できないんですが、私が言ってることをちょっと受

け止めていただいて、文脈について、内容について、

この条例自体は冒頭言ったように、これから非常にこ

れは定住にとって大切な、良い条例を、第７次総合振

興計画の前段に制定していただいた、これは私は大賛

成です。ただその中身のところなんですけれども、ぜ

ひちょっともう１回整理をしていただきたいなという

ことをお願いしたいと思います。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 建設課長。 

◎建設課長（齊 藤 孝 行 君） 

 お答えいたします。内容、中身については精査させ

ていただきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。以上です。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 そのほか、ご質疑ありませんか。星川議員。 

◎２番（星 川   薫 議員） 

 私から同等の質問させていただきます。今回、用地

に限った貸与ということですが、その経緯についてお

伺いしたいと思います。 

 あと今回ですね、この条例の中に建物を建てるにあ

たっては、市内業者と限定してないようですが、その

経緯もよろしくお願いしたいと思います。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 建設課長。 

◎建設課長（齊 藤 孝 行 君） 

 まず１点の用地であります。用地につきましては、

先ほど青野議員のほうにもお話しました、今現在、荒

楯の宅地分譲地があります。そちらも踏まえてという

ことで、今回用地のほうの貸し付けということで、条

例を制定させていただきました。 

 あと建物の部分については、今現在、荒楯の分譲地

でありますので、それと同じような形でのその業者の

扱いをさせていただいております。以上であります。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 星川議員。 

◎２番（星 川   薫 議員） 

 市有地を貸与するということなので、やはりそれは

市の業者さんにも気を使っていただかないと困るのか

なというのが１点です。 

 あと、荒楯住宅に関しては、もう７物件売れていて、

あと残りが３物件だと思いますが、やっぱり土地を15

年貸し付けすると１ヵ月あたり１万5,000円以下ぐら

いだと思います。あと宅地に関しては、自分で建てる

となりますと、またそれに対しても自分の返済が掛か

ります。そうすると実際は１ヵ月あたり、７万円とか

８万円とか返済していかければならないということで、

逆に金額が大きくなってしまうのかなという懸念が持

たれます。私だったら、宅地とセットで貸し付けして、

それで15年じゃなくて20年にして５万円以下になるよ

うな設定を考えるんですが、荒楯住宅をこのまま同じ

ように売却することも可能なんですよね。ですから、

わざわざそこを貸し付け、あえて設定しなくても、私

だったら中新田の空いてる土地に市で買い受けて、も

し移住者が来るんであればそこを買い付けて、流雪溝

もあって、便利の良いところを提供してあげたいなと

いうふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 建設課長。 

◎建設課長（齊 藤 孝 行 君） 

 今あの星川議員のほうからは、建物も建ててという

ようなご提案かと思います。まずは先ほどもお話しま

した荒楯の分譲地があるというようなことで、今回土

地の部分を対象にさせていただきました。やはり将来

的に、荒楯分譲地のほうが例えば完売した場合に、次

の対策と言いますか、そこの部分についてはまずあの

市有地として、今お住まいでありますけれども、北町

の住宅のほうでありますとか、あるいは中の段の住宅、

こちらのほうは老朽化しておりまして、市の公営住宅



の長寿命化計画においては、今後解体していくという

ようなところがあります。新たに、例えばそちらの部

分を宅地分譲した場合に、それから建物も含めた方法

といいますか、そういう提案のほうも１つの今後の方

法かと思いますので、こちらの部分は今後の定住政策

も含めた中で検討してまいりたいと思っております。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 星川議員。 

◎２番（星 川   薫 議員） 

 まずその辺は私も経過を見させていただいて、本当

にあの今、荒楯分譲地３物件、貸与で借りる人がいる

のか、それとももう購入のほうが早いのかというのも

あると思いますので、その辺ちょっと様子見させてい

ただければなというふうに思います。その上で、今後

そういう私が提案したような、宅地と一体化とした貸

与のあり方っていうのも、ぜひ検討していただきたい

なというふうに思います。以上で終わります。 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 そのほか、ご質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 質疑もないようでありますので、終結いたします。 

 次に討論でありますが、通告がありませんので終結

いたします。 

 これより、議第29号を採決いたします。本案を原案

のとおり決するに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎議 長（大 類 好 彦 議員） 

 ご異議なしと認めます。よって、議第29号は、原案

のとおり決しました。 

 次に、請願の上程及び付託であります。 

 日程第56、令和３年請願第１号「安心・安全で、ゆ

きとどいた教育の実現につながる30人学級」の実現を

求める請願」及び、日程第57、令和３年請願第２号

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める国へ

の意見書採択に関する請願」の、２案件を一括上程い

たします。 

 ただ今、上程いたしました請願２案件につきまして

は、皆様方のお手元に配付いたしております、請願・

陳情文書表のとおり、各常任委員会に付託いたします。 

 以上で、本日の日程は、全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。大変ご苦労さま

でございました。 

 

            散 会  午後２時21分  


